
『
竹
取
物
語
』
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
小
考

＊

久
保

堅
一

キ
ー
ワ
ー
ド
：
『
竹
取
物
語
』
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
、
材
源
、
典
拠
、
求
婚
譚

は
じ
め
に

本
稿
は
、
『
竹
取
物
語
』
の
求
婚
譚
に
お
い
て
石
作
の
皇
子
に
課
さ
れ
た
難
題
〝
仏

の
御
石
の
鉢
〟
に
関
し
て
、
い
か
な
る
典
籍
や
知
識
が
こ
れ
ま
で
注
に
挙
げ
ら
れ
継
承

さ
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
し
、
改
め
て
そ
の
材
源
に
つ
い
て
調
査
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。
『
竹
取
物
語
』
の
注
釈
で
は
、
近
世
の
古
注
釈
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
こ
と
は
注
の
継
承
と
い
う
点
で
意
義
深
い
面
も
あ
る
が
、
他
面
で
は
注
の
固
定
化

と
い
う
事
態
を
も
招
く
。
そ
れ
は
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
注
の
見
直
し
や
点
検
を
は
か
り
、
材
源
や
典
拠
を
探
求
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
研
究
の

活
性
化
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
つ
い
て
は
、
材
源
の
探
求
と
い
う
方
向
と
は
別
に
、
平
安
時

代
の
工
芸
技
術
や
交
易
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
文
化
的
な
側
面

か
ら
分
析
す
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
網
谷
厚
子
氏
は
、
漢
籍
に
よ
る
知
識
の
み
な

ら
ず
、
当
時
の
技
術
や
輸
入
品
な
ど
に
も
目
を
向
け
て
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
が
ガ
ラ

ス
製
の
品
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
論
じ(

)

、
ま
た
、
河
添
房
江
氏

1

は
、
石
作
の
皇
子
が
「
今
日
な
ん
、
天
竺
へ
石
の
鉢
取
り
に
ま
か
る
」
と
宣
言
し
た
こ

と
を
重
視
し
、「
石
作
の
皇
子
の
失
敗
譚
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
接
点
か
ら
い
え
ば
、

入
唐
僧
や
入
竺
僧
の
聖
地
巡
礼
の
旅
を
発
想
の
ひ
と
つ
の
枠
組
み
と
し
な
が
ら
語
ら
れ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る(

)

。
こ
う
し
た
研
究
が
『
竹
取
物
語
』
の

2

世
界
を
広
い
視
界
へ
と
開
い
て
ゆ
く
点
で
、
大
い
に
意
味
が
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
。
特
に
、「
仏
の
御
石
の
鉢
を
め
ぐ
る
典
拠
研
究
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

典
拠
の
解
明
だ
け
で
は
、
作
品
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
、
当
時
の
読
者
を
魅
す
る
機

微
と
い
っ
た
も
の
を
十
分
に
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
河
添
氏
の
発
言
は
傾

聴
す
べ
き
だ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
を
服
膺
し
つ
つ
も
、
な
お
本
稿
と
し
て
は
『
竹
取
物
語
』

の
源
泉
、
典
拠
の
探
求
に
携
わ
り
た
い
。
『
竹
取
物
語
』
に
は
先
行
す
る
書
物
か
ら
学

ん
だ
多
大
な
知
識
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
闡
明
す
る
こ
と
が
作
品
の
特
質

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
の
研
究
は
な
か
な
か
進
展
し

て
お
ら
ず
、
と
り
わ
け
仏
教
に
関
す
る
も
の
は
現
在
で
も
未
解
明
の
部
分
が
多
い(

)

。

3

古
注
釈
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
注
釈
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
受

け
止
め
な
が
ら
探
索
を
つ
づ
け
る
と
い
う
地
道
な
作
業
が
常
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿

は
そ
う
し
た
試
み
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

一

従
来
の
注
釈
の
概
観

で
は
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
の
典
拠
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
古
注
釈
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
契
沖
『
河
社
』
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

仏
の
御
石
の
は
ち
は
西
域
記
云
、
波
刺
斯
国
釈
迦
仏
鉢
在

此
王
宮

。
南
山
〈
住

ニ

ハ

ラ

シ

ノ

リ

ノ

ニ

ノ

（
朱
）

二

一

持
〉
感
〈
応
〉
（
通
）
伝
云
、
世-

尊
初
成-

道
時
、
四-

天-

王
奉

仏
石-

鉢

。

（
朱
）

（
消
）

ニ

メ

ノ

ニ

ヲ

二

一

唯
世-

尊
得

用
、

余
人
不

能

持-

用
一

。
如-

来
滅-

度
後
安

鷲
山

。
与

白
毫

ノ
ミ

タ
マ
フ
コ
ト
ヲ

ハ

ス
ル
コ
ト

ノ

ス

ニ

ノ

レ

レ

二

二

一

二

光

共
為

利
益

。
四
天
王
各
ひ
と
つ
の
石
鉢
を
奉
ら
る
ゝ
を
、
仏
よ
つ
を
か
さ

ニ

ス

ヲ

一

二

一

ね
て
お
し
て
ひ
と
つ
と
し
た
ま
へ
る
鉢
な
り
。

こ
こ
で
は
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
十
一
・
波
刺
斯
国
（
ペ
ル
シ
ャ
）
の
条
と
、
つ

い
で
道
宣
の
著
作
『
南
山
住
持
感
応
伝
（
＝
宣
師
住
持
感
応
）
』(

)

の
記
事
が
挙
げ

4

ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
前
者
は
仏
の
使
用
し
て
い
た
鉢
が
実
在
す
る
品
物
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
示
し(

)

、
後
者
は
そ
の
鉢
が
確
か
に
〝
石
の
鉢
〟
で
あ
る
こ
と
、

5

そ
し
て
、
そ
れ
は
釈
尊
の
み
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
滅
度
の
後
も
奇
瑞
を
あ
ら
わ
す

極
め
て
特
別
な
品
物
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
引
用
な
の
だ
ろ
う
（
「
与

白
毫
光

共
為

ノ

ニ

ス

二

一

利
益

。
」
の
部
分
は
、
石
鉢
が
光
を
帯
び
た
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
か
）
。

ヲ

二

一

こ
の
『
河
社
』
以
降
で
は
、
石
作
の
皇
子
の
持
参
し
た
偽
物
の
鉢
を
か
ぐ
や
姫
が
「
光

や
あ
る
」
と
見
る
箇
所
に
、
小
山
儀
・
入
江
昌
喜
『
竹
取
物
語
抄
』
（
以
下
、
『
抄
』
）

が
次
の
よ
う
な
注
を
付
し
て
い
る
。

＊
鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
学
科
国
際
地
域
文
化
コ
ー
ス
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伝
え
る
（
『
河
社
』
）
。
ま
た
光
沢
が
あ
り
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
）
、
色
は
青
紺
で
光

る
（
『
水
経
注
』
）
と
も
い
う
。

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
『
新
版

竹
取
物
語
』
、
一
五
ペ
ー
ジ
・
脚
注
一
一
）

以
上
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
従
来
の
注
釈
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
面

で
は
学
問
的
な
誠
実
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
一
般
の
読
者
に
こ
れ
ま
で

の
学
術
成
果
の
い
わ
ば
最
大
公
約
数
を
提
示
す
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
義
を
担
っ

て
い
よ
う
（
限
ら
れ
た
字
数
の
な
か
で
、
新
全
集
や
新
大
系
が
漢
文
を
書
き
下
し
て
い

る
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
）
。
が
、
そ
の
一
方
で
、
古
注
釈
以
来
の
説
に
依

拠
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
を
継
承
す
る
こ
と
が
自
動
化
し
て
し
ま
い
、
新
し
い
典
拠
を
探

求
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
古
注
釈
を
批
判
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
持
つ
可
能

性
を
掘
り
起
こ
し
た
り
す
る
意
識
を
乏
し
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
弊
害
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
実
は
『
解
』
は
、
先
の
引
用
部
分
の
ほ
か
に
も
、
そ
の
巻

首
の
「
附
録
」
に
お
い
て
「
仏
の
御
石
鉢
」
の
項
を
立
て
、
「
専
念
寺
了
恩
法
橋
」
の

抄
出
と
し
て
、
『
普
曜
経
』
巻
第
七
・
商
人
奉
麨
品
（
四
天
王
上
鉢
品
）
第
二
十
二
や
、

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
（
大
品
般
若
経
）
』
巻
第
一
・
奉
鉢
品
第
二
お
よ
び
『
大
智
度

論
』
巻
第
三
十
五
を
も
掲
載
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
言
及
す
る
注
釈
は

ほ
と
ん
ど
な
い(

)

。
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
と
か
く
『
竹

7

取
物
語
』
の
研
究
や
注
釈
は
、
古
注
釈
で
示
さ
れ
た
典
籍
を
定
番
化
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
を
無
批
判
に
継
承
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
ら

れ
て
き
た
典
籍
を
再
検
討
し
た
奥
津
春
雄
氏(

)

や
、
新
た
に
典
拠
を
提
示
し
た
石
井

8

公
成
氏(

)

の
研
究
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
奥
津
論
は
、
作
者
が
ど
の
よ
う

9

な
色
の
鉢
を
考
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
か
で
、
『
抄
』
が
「
水
経
注
西

域
有

仏
鉢

今
猶
存
其
色
青
紺
而
光
云
々
」
と
引
く
文
章
が
現
存
の
『
水
経
注
』
に
は

二

一

見
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
結
局
、
仏
鉢
が
青
紺
に
し
て
光
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す

る
記
事
が
『
水
経
注
』
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
の
注
は
、
信
憑
性
が
低
い
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
八
の
記
載
や
、
『
芸
文

類
聚
』
巻
七
十
三
「
鉢
」
所
引
の
記
事
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
改
め
て
「
仏
典
な
ど
の

伝
承
説
話
中
の
仏
鉢
は
青
色
に
輝
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
「
物
語

全
体
の
雰
囲
気
か
ら
す
れ
ば
、
作
者
は
青
玉
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
方
が

よ
さ
そ
う
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る(

)

。
ま
た
、
石
井
論
は
、
石
作
の
皇
子
が
持
っ

10

て
き
た
偽
の
鉢
の
「
蛍
ば
か
り
の
光
だ
に
な
し
」
と
い
う
表
現
や
、
皇
子
が
詠
ん
だ
和

歌
の
「
白
山
に
あ
へ
ば
光
の
失
す
る
か
と
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
仏
典
の
表

現
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
ほ
か
、
さ
ら
に
、「
は

ち
（
鉢
／
恥
）
を
捨
て
る
」
と
い
う
表
現
や
皇
子
の
行
動
に
つ
い
て
も
、
『
仏
本
行
集

経
』
、
『
維
摩
経
』
お
よ
び
『
維
摩
経
略
疏
』
等
を
材
源
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
奥

津
論
、
石
井
論
と
も
に
、
従
来
の
注
釈
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

を
検
討
し
な
お
し
、
新
た
に
材
源
や
典
拠
を
探
求
す
る
点
で
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
研

究
と
い
え
よ
う
。
『
竹
取
物
語
』
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
両
氏
の
よ
う
な

姿
勢
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
は
、
そ
の
驥
尾
に
付
す
か
た
ち
で
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟

に
関
し
て
作
者
が
作
中
に
活
か
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
以
下
に
改

め
て
探
っ
て
み
た
い
。

二

求
め
に
応
じ
て
鉢
を
献
上
す
る
話
、
山
で
得
た
鉢
、
作
り

出
せ
な
い
鉢

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
解
』
「
附
録
」
に
お
け
る

「
仏
の
御
石
鉢
」
の
項
に
つ
い
て
見
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

改
め
て
掲
げ
れ
ば
、
こ
こ
に
は
、
了
恩
の
検
出
に
よ
っ
て
、
①
『
普
曜
経
』
巻
第
七

・
商
人
奉
麨
品
（
四
天
王
上
鉢
品
）
第
二
十
二(

)

、
②
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
（
大
品

11

般
若
経
）
』
巻
第
一
・
奉
鉢
品
第
二
、
そ
し
て
②
の
注
釈
に
あ
た
る
③
『
大
智
度
論
』

巻
第
三
十
五
と
い
う
、
三
つ
の
仏
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
は
、
商
人
が
成
道
を
果

た
し
た
釈
尊
に
食
物
を
献
じ
よ
う
と
し
た
箇
所
か
ら
、
四
天
王
が
石
鉢
を
奉
っ
た
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
を
長
文
で
引
く
。
②
は
、
「
仏
告

舍
利
弗

。
若
菩
薩
摩
訶
薩
行

般
若

二

一

二

波
羅
蜜

。
能
作

是
功
徳

。
是
時
四
天
王
皆
大
歓
喜
。
意
念
言
。
我
等
当

以

四
鉢

一

二

一

下

二

一

奉

上
菩
薩

。
如

前
天
王
奉

先
仏
鉢

。
」
（
『
大
正
蔵
』
八
・
二
二
一
ａ
）
と
、
般

中

上

三

二

一

若
波
羅
蜜
を
学
び
そ
の
功
徳
を
得
た
菩
薩
に
対
し
て
、
四
天
王
が
仏
に
そ
う
し
た
よ
う

に
鉢
を
奉
る
こ
と
を
記
し
た
部
分
。
③
は
、「
問
曰
。
仏
一
身
何
以
受

四
鉢

。
答
曰
。

二

一

四
王
力
等
。
不

可

偏
受

。
又
令

見

仏
神
力
合

四
鉢

為

一
。
心
喜
信
浄
作

是

レ

二

一

レ

下

二

一

上
レ

二

念

。
我
等
従

菩
薩
初
生

至

今
成
仏

所

修
供
養
功
徳
不

虚
。
」
（
『
大
正
蔵
』
二

一

二

一

二

一

レ

レ

五
・
三
一
五
ａ
～
ｂ
）
と
、
釈
尊
が
一
身
で
あ
り
な
が
ら
四
天
王
か
ら
一
つ
ず
つ
鉢
を

受
け
取
っ
た
こ
と
に
関
す
る
問
答
（
釈
尊
は
贔
屓
す
る
こ
と
な
く
全
員
か
ら
鉢
を
受
け

取
り
、
四
つ
の
鉢
を
押
し
重
ね
て
一
つ
と
し
た
）
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
・
③
は
引
用
も
短
く
、
①
の
内
容
を
補
足
す
る
よ
う
な
性
質
と

見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
①
『
普
曜
経
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
『
普
曜
経
』
は
仏
伝

（
釈
尊
伝
）
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
該
当
部
分
を
引
い
て
み
よ
う
。
『
解
』
の
引
用
は

長
文
な
の
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
中
略
す
る
。
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続
博
物
志
云
。
仏
楼
沙
国
有

仏
鉢

受

三
升
許

青
玉
也
。
或
曰
青
石
或
曰
雑
色

ヲ

二

一

二

一

而
黒
多
。
四
際
分
明

厚
可

二
分

。
貧
人
以

少
華

投

中
即
満
。
富
人
以
二

ニ
シ
テ

テ
ス
レ
バ

二

一

二

一

レ

多
華

正
復
。
百
千
万
斛
終
不

満
。
或
曰
在

月
氏
国

。
又
水
経
注
西
域
有

仏

一

レ

二

一

二

鉢

今
猶
存
其
色
青
紺
而
光
云
々

河
社
に

西
域
記
云
。
波
刺
斯
国
釈
迦
仏
之

一

鉢
在

此
王
宮

。
南
山
住
持
感
応
伝
曰
世
尊
初
成
道
時
四
天
王
奉

仏
石
鉢

。
唯

二

一

二

一

世
尊
得

用
余
人
不

能

持
。
如
来
滅
度
後
安

鷲
山

。
与

白
毫
光

共
為

利
益

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

。
四
天
王
各
ひ
と
つ
の
石
は
ち
を
奉
ら
る
ゝ
を
仏
四
つ
を
重
ね
て
お
し
て
ひ
と

一つ
と
し
給
へ
る
は
ち
な
り

『
抄
』
は
、
『
河
社
』
で
挙
げ
ら
れ
た
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
宣
師
住
持
感
応
』
を
継

承
し
つ
つ
、
新
た
に
『
続
博
物
志
』
巻
第
十
と
『
水
経
注
』
を
加
え
る
。
『
続
博
物
志
』

は
宋
代
の
書
物
で
あ
る
が
、
『
水
経
注
』
と
と
も
に
、
や
は
り
仏
鉢
が
実
在
の
品
で
あ

る
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
青

玉
也
」
、
「
其
色
青
紺
而
光
」
と
い
っ
た
箇
所
は
、
仏
鉢
が
光
を
宿
す
こ
と
を
証
す
る

も
の
と
見
ら
れ
る
。

以
上
の
『
河
社
』
と
『
抄
』
の
注
は
、
田
中
大
秀
『
竹
取
翁
物
語
解
』（
以
下
、『
解
』
）

に
継
承
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

河
社
に
、
「
仏
の
御
石
鉢
は
、
西
域
記
に
、
『
波
刺
斯
国
云
々
、
釈
迦
仏
鉢
在

此

ニ

ノ

ノ

二

王
宮

』
、
ま
た
、
南
山
住
持
感
応
伝
に
、
『
世
尊
初
成
道
時
。
四-

天-

王
奉

仏

ニ

ノ

ニ

一

二

石
鉢

。
唯
世
尊
得

用
、
余
人
不

能

持
。
如
来
滅
後
安

鷲
山

与

白
毫
光

共

ヲ

ヲ

コ
ト

ニ

ノ

ニ

一

レ

レ

レ

二

一

二

一

為

利
益

。
』
四
天
王
、
お
の
〳
〵
一
ツ
の
石
鉢
を
奉
ら
る
ゝ
を
、
仏
四
を
重
て
按

ヲ

オ
シ

二

一

て
一
と
し
給
へ
る
鉢
な
り
」
と
有
。
抄
に
、
続
博
物
志
に
、
「
仏
楼
沙
国
有

仏

ニ

二

鉢

。
受

三
升
許
。
青
玉
也
。
或
曰
青
石
。
或
曰
雑
色
而
黒
多
。
四
際
分
明
。
厚

ヲ

ナ
リ

一

二

可

二
分

。
貧
人
以

少
華

投

中
即
満
。
富
人
以

多
華

正
復
百
千
万
斛

終

ヲ

ニ

タ

ス
レ
ド
モ

二

一

二

一

レ

二

一

不

満
。
或
曰
在

月
氏
国

。
」
ま
た
、
水
経
注
に
、「
西
域
有

仏
鉢

。
今
猶
存
。

ニ

ス

レ

二

一

二

一

其
色
青
紺
而
光
。
」

レ
リ

こ
う
し
て
『
解
』
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
現
代
ま
で
つ
づ
く
『
竹
取
物
語
』

の
注
釈
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
だ
。
と
い
う
の
も
、
以
降
の
ほ
と
ん
ど
の
注
釈

書
に
お
い
て
、
右
に
見
て
き
た
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
十
一
、
『
宣
師
住
持
感
応
』
（
以

上
『
河
社
』
所
引
）
、
『
続
博
物
志
』
巻
第
十
、
『
水
経
注
』
（
以
上
『
抄
』
所
引
）
が

踏
襲
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
掲
出
さ
れ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
な
か
に
は
、
山
田

孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
俊
雄
『
昭
和
校
註

竹
取
物
語
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
五

三
）
の
よ
う
に
、

大
唐
西
域
記
や
水
経
注
な
ど
に
、
西
域
の
国
に
あ
る
と
伝
へ
た
「
佛
鉢
」
の
こ
と

ら
し
く
、
高
僧
法
顯
伝
「
南
行
四
日
到
弗
樓
沙
国
（
中
略
）
佛
鉢
卽
在
此
國
。
可

容

二
斗
許

。
雜
色
而
黑
多
。
四
際
分
明
、
厚
可

二
分

。
甚
光
沢
」
な
ど
を

レ

二

一

二

一

擬
す
る
説
が
あ
る
。
（
二
三
ペ
ー
ジ
。
傍
線
等
は
引
用
者
に
拠
る
。
以
下
同
様
）

と
、
『
法
顕
伝
』
の
弗
楼
沙
国
（
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
）
の
条
を
挙
げ
、
新
た
な
典
籍
を
加

え
る
注
釈
書
も
あ
る(

)

。
だ
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
『
法
顕
伝
』
を
も
含
め
な
が

6

ら
、
や
は
り
多
く
の
注
釈
書
で
は
こ
れ
ま
で
の
注
の
内
容
が
継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
現
在
通
行
の
主
要
な
テ
キ
ス
ト
の
注
を
い
く
つ
か
確
認
し

て
み
た
い
。

・
釈
迦
の
成
道
の
時
、
四
天
王
が
石
の
鉢
を
奉
る
と
、
釈
迦
は
そ
れ
を
重
ね
て
押
し
、

一
つ
の
鉢
と
し
た
と
伝
え
る
。
そ
の
容
量
は
、
約
四
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
で
、
雑
色
に

し
て
黒
が
多
く
、
は
な
は
だ
光
沢
が
あ
る
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
）
と
か
、
そ
の
色

は
青
紺
に
し
て
光
れ
り
（
『
水
経
注
』
）
と
い
う
。
他
に
『
大
唐
西
域
記
』
『
南
山

住
持
感
応
伝
』
な
ど
に
も
見
え
る
。

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
一
八
ペ
ー
ジ
・
頭
注
一
）

・
契
沖
は
そ
の
著
『
河
社
』
に
、
『
西
域
記
』
の
「
波
刺
斯
国
に
…
釈
迦
仏
の
鉢
、

此
の
王
宮
に
在
り
」
と
い
う
記
事
と
、
『
南
山
住
持
感
応
伝
』
の
「
世
尊
初
め
て

成
道
の
時
、
四
天
王
、
仏
に
石
の
鉢
を
奉
る
。
唯
世
尊
の
み
用
ゐ
る
を
得
て
、
余

人
は
持
つ
こ
と
能
は
ず
。
如
来
滅
し
て
の
後
、
鷲
山
に
安
じ
白
毫
の
光
と
と
も
に

利
益
と
な
す
」
と
い
う
記
事
を
引
く
。
ま
た
田
中
大
秀
が
引
い
て
い
る
『
水
経
注
』

に
も
、
「
西
域
に
仏
の
鉢
有
り
。
今
、
猶
存
す
。
其
の
色
青
紺
に
し
て
光
れ
り
」

と
あ
る
。

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
二
三
～
二
四
ペ
ー
ジ
・
頭
注
五
。
割
注
の
読
み
仮

名
は
省
略
し
た
。
）

・
契
沖
の
河
社
に
、
大
唐
西
域
記
十
一
・
波
刺
斯
（
は
ら
し
＝
ペ
ル
シ
ャ
）
国
の
条

に
「
釈
迦
仏
ノ
鉢
、
此
ノ
王
宮
ニ
在
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
南
山
住
持
感
応
伝
に
「
世

尊
初
メ
成
道
ノ
時
、
四
天
王
、
仏
ニ
石
鉢
ヲ
奉
ル
。
唯
世
尊
ノ
ミ
用
ヰ
タ
マ
フ
コ

ト
ヲ
得
。
余
人
ハ
持
用
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
如
来
滅
度
ノ
後
、
鷲
山
ニ
安
ズ
。
白

毫
ノ
光
ト
共
ニ
利
益
ヲ
為
ス
」
と
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
小
山
儀
は
続
博
物
志

の
「
仏
楼
沙
国
ニ
仏
鉢
有
リ
。
三
升
許
リ
ヲ
受
ク
。
青
玉
也
。
或
ハ
曰
ク
、
青
石
。

或
ハ
曰
ク
、
雑
色
ニ
シ
テ
黒
多
シ
ト
」
、
水
経
注
の
「
西
域
ニ
仏
鉢
有
リ
。
今
猶

存
ス
。
其
ノ
色
青
紺
ニ
シ
テ
光
レ
リ
」
を
加
え
る
。

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
一
〇
ペ
ー
ジ
・
脚
注
一
四
）

・
釈
迦
が
成
道
し
た
時
、
四
天
王
が
石
の
鉢
を
奉
る
と
重
ね
て
一
つ
の
鉢
に
し
た
と
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伝
え
る
（
『
河
社
』
）
。
ま
た
光
沢
が
あ
り
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
）
、
色
は
青
紺
で
光

る
（
『
水
経
注
』
）
と
も
い
う
。

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
『
新
版

竹
取
物
語
』
、
一
五
ペ
ー
ジ
・
脚
注
一
一
）

以
上
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
従
来
の
注
釈
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
面

で
は
学
問
的
な
誠
実
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
一
般
の
読
者
に
こ
れ
ま
で

の
学
術
成
果
の
い
わ
ば
最
大
公
約
数
を
提
示
す
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
義
を
担
っ

て
い
よ
う
（
限
ら
れ
た
字
数
の
な
か
で
、
新
全
集
や
新
大
系
が
漢
文
を
書
き
下
し
て
い

る
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
）
。
が
、
そ
の
一
方
で
、
古
注
釈
以
来
の
説
に
依

拠
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
を
継
承
す
る
こ
と
が
自
動
化
し
て
し
ま
い
、
新
し
い
典
拠
を
探

求
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
古
注
釈
を
批
判
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
持
つ
可
能

性
を
掘
り
起
こ
し
た
り
す
る
意
識
を
乏
し
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
弊
害
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
実
は
『
解
』
は
、
先
の
引
用
部
分
の
ほ
か
に
も
、
そ
の
巻

首
の
「
附
録
」
に
お
い
て
「
仏
の
御
石
鉢
」
の
項
を
立
て
、
「
専
念
寺
了
恩
法
橋
」
の

抄
出
と
し
て
、
『
普
曜
経
』
巻
第
七
・
商
人
奉
麨
品
（
四
天
王
上
鉢
品
）
第
二
十
二
や
、

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
（
大
品
般
若
経
）
』
巻
第
一
・
奉
鉢
品
第
二
お
よ
び
『
大
智
度

論
』
巻
第
三
十
五
を
も
掲
載
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
言
及
す
る
注
釈
は

ほ
と
ん
ど
な
い(

)

。
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
と
か
く
『
竹

7

取
物
語
』
の
研
究
や
注
釈
は
、
古
注
釈
で
示
さ
れ
た
典
籍
を
定
番
化
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
を
無
批
判
に
継
承
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
ら

れ
て
き
た
典
籍
を
再
検
討
し
た
奥
津
春
雄
氏(

)

や
、
新
た
に
典
拠
を
提
示
し
た
石
井

8

公
成
氏(

)

の
研
究
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
奥
津
論
は
、
作
者
が
ど
の
よ
う

9

な
色
の
鉢
を
考
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
か
で
、
『
抄
』
が
「
水
経
注
西

域
有

仏
鉢

今
猶
存
其
色
青
紺
而
光
云
々
」
と
引
く
文
章
が
現
存
の
『
水
経
注
』
に
は

二

一

見
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
結
局
、
仏
鉢
が
青
紺
に
し
て
光
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す

る
記
事
が
『
水
経
注
』
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
の
注
は
、
信
憑
性
が
低
い
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
八
の
記
載
や
、
『
芸
文

類
聚
』
巻
七
十
三
「
鉢
」
所
引
の
記
事
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
改
め
て
「
仏
典
な
ど
の

伝
承
説
話
中
の
仏
鉢
は
青
色
に
輝
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
「
物
語

全
体
の
雰
囲
気
か
ら
す
れ
ば
、
作
者
は
青
玉
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
方
が

よ
さ
そ
う
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る(

)

。
ま
た
、
石
井
論
は
、
石
作
の
皇
子
が
持
っ

10

て
き
た
偽
の
鉢
の
「
蛍
ば
か
り
の
光
だ
に
な
し
」
と
い
う
表
現
や
、
皇
子
が
詠
ん
だ
和

歌
の
「
白
山
に
あ
へ
ば
光
の
失
す
る
か
と
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
仏
典
の
表

現
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
ほ
か
、
さ
ら
に
、「
は

ち
（
鉢
／
恥
）
を
捨
て
る
」
と
い
う
表
現
や
皇
子
の
行
動
に
つ
い
て
も
、
『
仏
本
行
集

経
』
、
『
維
摩
経
』
お
よ
び
『
維
摩
経
略
疏
』
等
を
材
源
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
奥

津
論
、
石
井
論
と
も
に
、
従
来
の
注
釈
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

を
検
討
し
な
お
し
、
新
た
に
材
源
や
典
拠
を
探
求
す
る
点
で
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
研

究
と
い
え
よ
う
。
『
竹
取
物
語
』
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
両
氏
の
よ
う
な

姿
勢
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
は
、
そ
の
驥
尾
に
付
す
か
た
ち
で
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟

に
関
し
て
作
者
が
作
中
に
活
か
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
以
下
に
改

め
て
探
っ
て
み
た
い
。

二

求
め
に
応
じ
て
鉢
を
献
上
す
る
話
、
山
で
得
た
鉢
、
作
り

出
せ
な
い
鉢

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
解
』
「
附
録
」
に
お
け
る

「
仏
の
御
石
鉢
」
の
項
に
つ
い
て
見
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

改
め
て
掲
げ
れ
ば
、
こ
こ
に
は
、
了
恩
の
検
出
に
よ
っ
て
、
①
『
普
曜
経
』
巻
第
七

・
商
人
奉
麨
品
（
四
天
王
上
鉢
品
）
第
二
十
二(

)

、
②
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
（
大
品
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般
若
経
）
』
巻
第
一
・
奉
鉢
品
第
二
、
そ
し
て
②
の
注
釈
に
あ
た
る
③
『
大
智
度
論
』

巻
第
三
十
五
と
い
う
、
三
つ
の
仏
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
は
、
商
人
が
成
道
を
果

た
し
た
釈
尊
に
食
物
を
献
じ
よ
う
と
し
た
箇
所
か
ら
、
四
天
王
が
石
鉢
を
奉
っ
た
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
を
長
文
で
引
く
。
②
は
、
「
仏
告

舍
利
弗

。
若
菩
薩
摩
訶
薩
行

般
若

二

一

二

波
羅
蜜

。
能
作

是
功
徳

。
是
時
四
天
王
皆
大
歓
喜
。
意
念
言
。
我
等
当

以

四
鉢

一

二

一

下

二

一

奉

上
菩
薩

。
如

前
天
王
奉

先
仏
鉢

。
」
（
『
大
正
蔵
』
八
・
二
二
一
ａ
）
と
、
般

中

上

三

二

一

若
波
羅
蜜
を
学
び
そ
の
功
徳
を
得
た
菩
薩
に
対
し
て
、
四
天
王
が
仏
に
そ
う
し
た
よ
う

に
鉢
を
奉
る
こ
と
を
記
し
た
部
分
。
③
は
、「
問
曰
。
仏
一
身
何
以
受

四
鉢

。
答
曰
。

二

一

四
王
力
等
。
不

可

偏
受

。
又
令

見

仏
神
力
合

四
鉢

為

一
。
心
喜
信
浄
作

是

レ

二

一

レ

下

二

一

上
レ

二

念

。
我
等
従

菩
薩
初
生

至

今
成
仏

所

修
供
養
功
徳
不

虚
。
」
（
『
大
正
蔵
』
二

一

二

一

二

一

レ

レ

五
・
三
一
五
ａ
～
ｂ
）
と
、
釈
尊
が
一
身
で
あ
り
な
が
ら
四
天
王
か
ら
一
つ
ず
つ
鉢
を

受
け
取
っ
た
こ
と
に
関
す
る
問
答
（
釈
尊
は
贔
屓
す
る
こ
と
な
く
全
員
か
ら
鉢
を
受
け

取
り
、
四
つ
の
鉢
を
押
し
重
ね
て
一
つ
と
し
た
）
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
・
③
は
引
用
も
短
く
、
①
の
内
容
を
補
足
す
る
よ
う
な
性
質
と

見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
①
『
普
曜
経
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
『
普
曜
経
』
は
仏
伝

（
釈
尊
伝
）
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
該
当
部
分
を
引
い
て
み
よ
う
。
『
解
』
の
引
用
は

長
文
な
の
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
中
略
す
る
。
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仏
鉢
の
伝
説
を
介
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
〝
仏
の
鉢
は
四
天
王
が
山
で
得
た

貴
石
だ
っ
た
は
ず
〟
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
う
え
で
、
光
り
も
し
な
い
偽
の
鉢
を
持
っ

て
き
た
皇
子
に
対
し
て
〝
あ
な
た
の
ほ
う
は
小
暗
い
山
で
何
を
求
め
た
の
か
〟
と
や
り

込
め
た
歌
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う(

)

。
「
小
倉
山
」
の
考
証
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
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検
討
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
作
者
と
読
者
に
共
有
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
山
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
へ
の
唐
突
さ
は
な
く
な
る
。

か
ぐ
や
姫
の
歌
は
、
先
に
一
点
目
と
し
て
挙
げ
た
話
の
大
枠
の
重
な
り
と
相
俟
っ
て
、

四
天
王
と
い
う
神
々
が
遥
か
な
高
山
で
仏
鉢
を
得
た
の
に
対
し
、
近
場
の
山
（
寺
）
で

偽
の
鉢
を
入
手
す
る
と
い
う
皇
子
の
姑
息
さ
や
滑
稽
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
に

作
者
が
意
図
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

『
解
』
が
引
用
し
た
『
普
曜
経
』
に
着
目
し
て
以
上
の
よ
う
な
指
摘
を
お
こ
な
っ
て

き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
『
普
曜
経
』
が
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
ひ
い
て
は
石
作
の
皇
子

の
話
の
直
接
の
典
拠
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
。
四
天
王
の
奉
鉢
の
伝
説
は
、
『
普
曜
経
』
を
含
め
た
多
く
の
仏
伝
に
具
体
的
に
記

述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
細
部
の
設
定
に
お
い
て
豊
か
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
る(

)

。
『
普
曜
経
』
を
一
種
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
他
の
仏
伝
に

16

も
目
を
向
け
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
さ
ら
に
探
っ
て
み
よ
う
。

例
え
ば
、
『
普
曜
経
』
に
先
立
っ
て
訳
出
さ
れ
た
仏
伝
経
典
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』

で
は
、
四
天
王
奉
鉢
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

賈
人
（
中
略
）
即
和

麨
蜜

。
倶
詣

樹
下

。
稽
首
上

仏
。
仏
念
先
古
諸
仏
哀

二

一

二

一

レ

受

人
施

法
皆
持

鉢
。
不

宜

如

余
道
人

手
受

食
也
。
時
四
天
王
。
即
遥

二

一

レ

レ

下

二

一

上
レ

知

仏
当

用

鉢
。
如

人
屈

伸
臂

頃

。
倶
到

頞
那
山
上

。
如

意
所

念
。

二

一レ

レ

下

二

一

上

二

一

二

一レ

石
中
自
然
出

四
鉢

。
香
浄
潔
無

穢
。
四
天
王
各
取

一
鉢

。
還
共
上

仏
。
願

二

一

レ

二

一

レ

哀

賈
人

。
令

得

大
福

。
方
有

鉄
鉢

。
後
弟
子
当

用

食
。
仏
念
取

一
鉢

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

不

快

余
三
意

。
便
悉
受

四
鉢

。
累
置

左
手
中

。
右
手
按

之
。
合
成

一

一

レ

二

一

二

一

二

一

レ

二

鉢

。
令

四
際
現

。

（
『
大
正
蔵
』
三
・
四
七
九
ａ
～
ｂ
）

一

二

一

こ
ち
ら
も
や
は
り
釈
尊
が
鉢
を
求
め
た
こ
と
が
『
普
曜
経
』
と
同
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、

内
容
も
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
。
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』

で
は
鉢
を
求
め
る
釈
尊
の
思
念
を
四
天
王
が
直
接
に
察
知
し
て
お
り
、
話
も
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
。
四
天
王
に
よ
る
鉢
の
献
上
が
釈
尊
の
希
望
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
こ
で
も
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
ち
ら
で
も
や
は
り
四
天
王
は
山
（
「
頞
那
山
上
」
）

で
鉢
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
経

典
で
は
四
天
王
の
献
じ
た
鉢
が
、
「
石
中
自
然
出

四
鉢

」
と
自
然
に
出
現
し
た
（
四

、
、

二

一

天
王
が
出
現
さ
せ
た
）
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
『
大
智

度
論
』
巻
第
二
十
六
の
次
の
よ
う
な
記
述
と
響
き
合
っ
て
い
よ
う
。
釈
尊
が
比
丘
に
石

鉢
の
所
持
、
使
用
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。

復
次
以

細
石
鉢
難

得
故
。
麁
者
受

垢
膩

故
不

聴

用
。
仏
鉢
四
天
王
四
山

二

一レ

二

一

レ

レ

頭
自
然
生
故
。
余
人
無

此
自
然
鉢

。
若
求
作
甚
難
多

所

妨
廃

。
是
故
不

聴
。

二

一

レ

二

一

レ

（
『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
五
二
ｃ
）

傍
線
部
に
は
、
仏
鉢
は
四
天
王
四
山
（
四
天
王
の
居
所
で
あ
る
、
須
弥
山
の
中
腹
を
い

う
か
）
の
頂
に
自
然
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
余
人
の
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
作
ろ
う
と
し
て
も
た
い
へ
ん
難
し
い
、
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

仏
鉢
が
天
然
自
然
の
品
で
あ
り
、
人
為
的
に
は
作
れ
な
い
と
い
う
こ
の
情
報
は
、
〝
仏

の
御
石
の
鉢
〟
を
求
め
た
皇
子
の
名
が
、
石
の
加
工
に
関
わ
る
〝
石
作
〟
を
冠
し
て
い

る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
実
に
興
味
深
い
。
〝
石
作
〟
の
皇
子
と
い
う
名
は
、
「
石
中

自
然
出

四
鉢

」
「
余
人
無

此
自
然
鉢

。
若
求
作
甚
難
多

所

妨
廃

」
と
い
っ
た
伝

二

一

二

一

レ

二

一

説
を
持
つ
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
の
探
求
者
に
は
そ
ぐ
わ
ぬ
、
皮
肉
な
も
の
と
し
て
読
ま

れ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か(

)

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
知
識
の
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あ
る
読
者
は
、
か
ぐ
や
姫
が
「
石
作
の
皇
子
に
は
、
仏
の
御
石
の
鉢
と
い
ふ
物
あ
り
、

そ
れ
を
取
り
て
賜
へ
」
と
難
題
を
提
示
し
た
段
階
で
、
求
婚
者
の
名
と
難
題
物
の
性
質

と
の
ず
れ
に
気
づ
き
、
皇
子
が
仏
鉢
を
ど
う
入
手
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
お
も
し
ろ
お

か
し
く
想
像
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
が
、
最
初
か
ら
仏
鉢
の
入
手
を
あ
き
ら

め
、
さ
り
と
て
石
材
を
加
工
す
る
で
も
な
く
、
実
際
は
た
だ
「
賓
頭
盧
の
前
な
る
鉢
」

を
取
っ
た
だ
け
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
も
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

三

鉢
を
捨
て
る
、
鉢
を
飾
り
つ
け
る

『
解
』
が
引
用
し
た
『
普
曜
経
』
を
評
価
す
る
こ
と
を
手
始
め
と
し
て
、
〝
仏
の
御

石
の
鉢
〟
の
背
後
に
あ
る
知
識
に
つ
い
て
探
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
近

世
の
注
釈
の
一
部
、
例
え
ば
『
宣
師
住
持
感
応
』
の
記
述
を
脈
々
と
継
承
し
て
い
る
が
、

『
宣
師
住
持
感
応
』
の
記
述
は
簡
潔
に
過
ぎ
、
参
照
す
べ
き
情
報
と
し
て
は
不
足
し
て

い
よ
う
。
『
竹
取
物
語
』
作
者
は
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
関
す
る
知
識
を
幅
広
く
知

っ
た
う
え
で
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
複
合
す
る

う
え
で
軸
と
な
っ
た
の
は
基
本
的
に
仏
伝
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
求
め
に
応
じ
た

鉢
の
献
上
と
い
う
大
枠
で
四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
を
踏
ま
え
、
そ
の
な
か
に
、
山
に
お
け

る
入
手
や
人
為
的
な
創
作
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
諸
要
素
も
盛
り
込
ん
で
、
そ
れ

ら
と
の
差
異
な
い
し
落
差
を
際
立
た
せ
る
よ
う
に
こ
の
求
婚
譚
は
形
成
さ
れ
て
い
る
の
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爾
時
提
謂
波
利
之
等
与

賈
人

倶
。
五
百
為

侶
。
（
中
略
―
商
人
た
ち
は
食
物
を

二

一

レ

釈
尊
に
献
じ
る
こ
と
を
梵
天
か
ら
勧
め
ら
れ
る
―
）
即
和

麨
蜜

倶
於

樹
下

稽

二

一

二

一

首
上

仏
。
仏
念
先
古
諸
仏
哀
受

人
施

法
皆
持

鉢
。
不

宜

如

余
道
人

手
受

レ

二

一

レ

レ

下

二

一

食
也
。
時
四
天
王
於

頗
那
山
上

得

四
枚
青
石
之
鉢

。
欲

於

中
食

。
時

上
レ

二

一

二

一

二

レ

一

有

天
子

名
曰

照
明

。
謂

天
王

曰
。
今
者
有

仏
。
名
釈
迦
文
。
応

用

斯

二

一

二

一

二

一

レ

レ

二

鉢

。
非

仁
之
器

。
今
当

受

食
。
可

往
奉

之
。
於

是
四
王
則
与

天
子

。

一

二

一

レ

レ

二

一レ

レ

二

一

華
香
伎
楽
幡
蓋
并
鉢
。
如

屈

伸
臂

頃

倶
下
詣

仏
。
四
天
王
各
取

所
持
之
鉢

下

二

一

上

レ

二

共
貢

上
仏

。
仏
念
取

一
不

快

余
人

。
意
当

悉
納

之
。
（
中
略
―
四
天

一

二

一

レ

レ

二

一

二

一レ

王
が
そ
れ
ぞ
れ
一
鉢
を
献
上
す
る
―
）
仏
受

鉢
已
。
累

左
手
中

以

右
手

按

レ

二

一

二

一

レ

上
。
即
合
成

一
令

四
際
現

。
（
中
略
）
仏
嘆

偈
已
。
即
以

其
鉢

受

賈
麨
蜜

レ

二

一

レ

二

一

二

呪

願
賈
人

言
。
…
…

（
『
大
正
蔵
』
三
・
五
二
六
ｂ
～
ｃ
）

一

二

一

右
の
引
用
に
は
、
提
謂
・
波
利
ら
商
人
た
ち
が
釈
尊
に
麨
蜜
を
献
上
し
よ
う
と
し
た
こ

と
、
釈
尊
が
そ
れ
を
受
け
る
べ
き
器
の
な
い
こ
と
を
思
念
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
知
っ
た

照
明
と
い
う
天
子
が
四
天
王
に
対
し
て
鉢
を
釈
尊
に
奉
る
よ
う
に
告
げ
、
四
天
王
が
「
青

石
之
鉢
」
を
そ
れ
ぞ
れ
持
参
し
た
こ
と
、
釈
尊
が
そ
れ
ら
を
す
べ
て
受
け
取
り
、
合
体

さ
せ
て
一
つ
の
鉢
と
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
解
』
以
前
に
も
、
『
河
社
』

に
お
い
て
「
世-

尊
初
成-

道
時
、
四-

天-

王
奉

仏
石-

鉢

。
」
（
『
宣
師
住
持
感
応
』
）

メ

ノ

ニ

ヲ

二

一

や
「
四
天
王
各
ひ
と
つ
の
石
鉢
を
奉
ら
る
ゝ
を
、
仏
よ
つ
を
か
さ
ね
て
お
し
て
ひ
と
つ

と
し
た
ま
へ
る
鉢
な
り
。
」
と
、
石
の
鉢
が
四
天
王
か
ら
釈
尊
に
献
上
さ
れ
た
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
筋
立
て
や
細
か
な
設
定
は
記
さ
れ
て
は
い

な
か
っ
た
。
了
恩
が
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
て
『
普
曜
経
』
を
選
ん
だ
の
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
右
の

『
普
曜
経
』
の
引
用
に
は
、
二
点
の
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
か
ら
だ
。

一
点
目
は
、
四
天
王
が
鉢
を
献
じ
た
の
は
、
釈
尊
の
求
め
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
、

と
い
う
設
定
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
釈
尊
は
、
鉢
に
よ
っ
て
施
し
を
受
け
る
べ
き
で
手

づ
か
ら
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
思
念
し
た
の
で
あ
り
、
直
接
そ
れ
に
反
応
し
た
の

も
照
明
な
る
天
子
で
は
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
四
天
王
は
釈
尊
の
要
求
に
応
じ
る
か
た

ち
で
鉢
を
奉
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
仏
鉢
に
関
す
る
多
く
の
説
を
記
載
し
た

『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
六
に
「
仏
鉢
不

従

人
受

。
仏
初
得
道
欲

食
時
須

器
。

二

レ

一

二

一レ

四
天
王
知

仏
心
念

。
持

四
鉢

上

仏
。
」
（
『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
五
三
ａ
）
と
、

二

一

二

一

レ

端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
参
考
と
な
ろ
う(

)

。
『
竹
取
物
語
』
を
念
頭
に
置
い

12

た
と
き
、
こ
の
設
定
は
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
石
作
の
皇
子
も
ま
た
、
か
ぐ
や
姫
の
要
望
に
対
し
て
、
偽
物
の
鉢
で
は
あ
っ

た
が
（
そ
し
て
か
ぐ
や
姫
か
ら
突
き
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
）
、
実
際
に
鉢
を
「
持

て
来
て
、
見
せ
」
た
か
ら
で
あ
る
。
求
婚
譚
と
い
う
話
の
設
定
上
、
か
ぐ
や
姫
の
要
望

に
応
え
る
た
め
に
品
物
を
献
上
す
る
と
い
う
行
動
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
で
あ

る
が
ゆ
え
に
こ
れ
ま
で
こ
と
さ
ら
に
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

皇
子
の
行
動
と
四
天
王
の
そ
れ
と
が
、
求
め
に
応
じ
た
鉢
の
献
上
と
い
う
大
枠
で
重
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
石
作
の
皇
子
の
話
の

型
じ
た
い
が
、
四
天
王
の
奉
鉢
の
伝
説
を
材
源
の
一
つ
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能

性
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
と
き
に
、
二
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
、
四
角
で
囲

ん
だ
よ
う
に
、
四
天
王
が
献
じ
た
「
青
石
之
鉢
」
が
山
（
「
頗
那
山
上
」
）
で
得
ら
れ

た
品
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る(

)

。
こ
の
こ
と
は
、

13

大
和
国
十
市
の
郡
に
あ
る
山
寺
に
、
賓
頭
盧
の
前
な
る
鉢
の
、
ひ
た
黒
に
墨
つ
き

た
る
を
取
り
て
…
…

と
、
皇
子
が
偽
の
鉢
を
入
手
し
た
場
所
が
、
「
山
寺
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関

、

わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
設
定
は
、
彼
が
天
竺
に
行
く
と
嘘
を
つ
き
、

身
を
隠
し
て
い
る
た
め
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
四
天

王
が
仏
鉢
を
得
た
の
が
「
山
」
だ
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ

と
す
れ
ば
、
か
ぐ
や
姫
の
次
の
和
歌
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
く
露
の
光
を
だ
に
ぞ
や
ど
さ
ま
し
を
ぐ
ら
山
に
て
何
も
と
め
け
ん

皇
子
が
歌
（
「
海
山
の
道
に
心
を
尽
く
し
は
て
な
い
し
の
は
ち
の
涙
な
が
れ
き
」
）
と

と
も
に
持
参
し
た
偽
の
鉢
を
、
「
蛍
ば
か
り
の
光
だ
に
な
し
」
と
見
た
か
ぐ
や
姫
の
返

歌
で
あ
る
。
下
の
句
の
「
を
ぐ
ら
山
に
て
何
も
と
め
け
ん
」
は
、
通
説
で
は
皇
子
が
「
大

和
国
十
市
の
郡
に
あ
る
山
寺
」
か
ら
鉢
を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
見
抜
い
た
も
の
と
解
さ

れ
、
ま
た
「
を
ぐ
ら
山
」
に
つ
い
て
も
、
「
小
暗
」
と
の
掛
詞
と
し
つ
つ
実
在
の
「
小

倉
山
」
が
考
証
の
結
果
指
摘
さ
れ
て
い
る(

)

。
そ
の
一
方
で
、
「
か
ぐ
や
姫
が
ど
う

14

し
て
小
倉
山
の
鉢
だ
と
見
抜
い
た
か
は
、
こ
の
物
語
の
叙
述
で
は
分
ら
な
い
。
神
通
力

と
す
れ
ば
、
他
の
四
話
と
合
わ
な
い
。
」（
集
成
、
二
一
ペ
ー
ジ
・
頭
注
一
四
）
や
、「
こ

の
話
に
か
ぎ
っ
て
、
か
ぐ
や
姫
が
皇
子
の
行
動
を
見
通
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
古
形

の
物
語
が
持
っ
て
い
た
素
朴
さ
を
露
呈
し
て
い
る
。
」
（
新
全
集
、
二
七
ペ
ー
ジ
・
頭

注
六
）
と
、
叙
述
の
唐
突
さ
や
話
の
古
拙
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
箇
所
で
も
あ
る
。
が
、

か
ぐ
や
姫
の
歌
に
「
山
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
が
山

で
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
伝
説
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

111久保 堅一：『竹取物語』〝仏の御石の鉢〟小考
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仏
鉢
の
伝
説
を
介
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
〝
仏
の
鉢
は
四
天
王
が
山
で
得
た

貴
石
だ
っ
た
は
ず
〟
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
う
え
で
、
光
り
も
し
な
い
偽
の
鉢
を
持
っ

て
き
た
皇
子
に
対
し
て
〝
あ
な
た
の
ほ
う
は
小
暗
い
山
で
何
を
求
め
た
の
か
〟
と
や
り

込
め
た
歌
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う(

)

。
「
小
倉
山
」
の
考
証
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

15

検
討
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
作
者
と
読
者
に
共
有
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
山
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
へ
の
唐
突
さ
は
な
く
な
る
。

か
ぐ
や
姫
の
歌
は
、
先
に
一
点
目
と
し
て
挙
げ
た
話
の
大
枠
の
重
な
り
と
相
俟
っ
て
、

四
天
王
と
い
う
神
々
が
遥
か
な
高
山
で
仏
鉢
を
得
た
の
に
対
し
、
近
場
の
山
（
寺
）
で

偽
の
鉢
を
入
手
す
る
と
い
う
皇
子
の
姑
息
さ
や
滑
稽
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
に

作
者
が
意
図
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

『
解
』
が
引
用
し
た
『
普
曜
経
』
に
着
目
し
て
以
上
の
よ
う
な
指
摘
を
お
こ
な
っ
て

き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
『
普
曜
経
』
が
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
ひ
い
て
は
石
作
の
皇
子

の
話
の
直
接
の
典
拠
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
。
四
天
王
の
奉
鉢
の
伝
説
は
、
『
普
曜
経
』
を
含
め
た
多
く
の
仏
伝
に
具
体
的
に
記

述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
細
部
の
設
定
に
お
い
て
豊
か
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
る(

)

。
『
普
曜
経
』
を
一
種
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
他
の
仏
伝
に

16

も
目
を
向
け
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
さ
ら
に
探
っ
て
み
よ
う
。

例
え
ば
、
『
普
曜
経
』
に
先
立
っ
て
訳
出
さ
れ
た
仏
伝
経
典
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』

で
は
、
四
天
王
奉
鉢
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

賈
人
（
中
略
）
即
和

麨
蜜

。
倶
詣

樹
下

。
稽
首
上

仏
。
仏
念
先
古
諸
仏
哀

二

一

二

一

レ

受

人
施

法
皆
持

鉢
。
不

宜

如

余
道
人

手
受

食
也
。
時
四
天
王
。
即
遥

二

一

レ

レ

下

二

一

上
レ

知

仏
当

用

鉢
。
如

人
屈

伸
臂

頃

。
倶
到

頞
那
山
上

。
如

意
所

念
。

二

一レ

レ

下

二

一

上

二

一

二

一レ

石
中
自
然
出

四
鉢

。
香
浄
潔
無

穢
。
四
天
王
各
取

一
鉢

。
還
共
上

仏
。
願

二

一

レ

二

一

レ

哀

賈
人

。
令

得

大
福

。
方
有

鉄
鉢

。
後
弟
子
当

用

食
。
仏
念
取

一
鉢

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

不

快

余
三
意

。
便
悉
受

四
鉢

。
累
置

左
手
中

。
右
手
按

之
。
合
成

一

一

レ

二

一

二

一

二

一

レ

二

鉢

。
令

四
際
現

。

（
『
大
正
蔵
』
三
・
四
七
九
ａ
～
ｂ
）

一

二

一

こ
ち
ら
も
や
は
り
釈
尊
が
鉢
を
求
め
た
こ
と
が
『
普
曜
経
』
と
同
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、

内
容
も
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
。
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』

で
は
鉢
を
求
め
る
釈
尊
の
思
念
を
四
天
王
が
直
接
に
察
知
し
て
お
り
、
話
も
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
。
四
天
王
に
よ
る
鉢
の
献
上
が
釈
尊
の
希
望
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
こ
で
も
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
ち
ら
で
も
や
は
り
四
天
王
は
山
（
「
頞
那
山
上
」
）

で
鉢
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
経

典
で
は
四
天
王
の
献
じ
た
鉢
が
、
「
石
中
自
然
出

四
鉢

」
と
自
然
に
出
現
し
た
（
四

、
、

二

一

天
王
が
出
現
さ
せ
た
）
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
『
大
智

度
論
』
巻
第
二
十
六
の
次
の
よ
う
な
記
述
と
響
き
合
っ
て
い
よ
う
。
釈
尊
が
比
丘
に
石

鉢
の
所
持
、
使
用
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。

復
次
以

細
石
鉢
難

得
故
。
麁
者
受

垢
膩

故
不

聴

用
。
仏
鉢
四
天
王
四
山

二

一レ

二

一

レ

レ

頭
自
然
生
故
。
余
人
無

此
自
然
鉢

。
若
求
作
甚
難
多

所

妨
廃

。
是
故
不

聴
。

二

一

レ

二

一

レ

（
『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
五
二
ｃ
）

傍
線
部
に
は
、
仏
鉢
は
四
天
王
四
山
（
四
天
王
の
居
所
で
あ
る
、
須
弥
山
の
中
腹
を
い

う
か
）
の
頂
に
自
然
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
余
人
の
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
作
ろ
う
と
し
て
も
た
い
へ
ん
難
し
い
、
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

仏
鉢
が
天
然
自
然
の
品
で
あ
り
、
人
為
的
に
は
作
れ
な
い
と
い
う
こ
の
情
報
は
、
〝
仏

の
御
石
の
鉢
〟
を
求
め
た
皇
子
の
名
が
、
石
の
加
工
に
関
わ
る
〝
石
作
〟
を
冠
し
て
い

る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
実
に
興
味
深
い
。
〝
石
作
〟
の
皇
子
と
い
う
名
は
、
「
石
中

自
然
出

四
鉢

」
「
余
人
無

此
自
然
鉢

。
若
求
作
甚
難
多

所

妨
廃

」
と
い
っ
た
伝

二

一

二

一

レ

二

一

説
を
持
つ
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
の
探
求
者
に
は
そ
ぐ
わ
ぬ
、
皮
肉
な
も
の
と
し
て
読
ま

れ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か(

)

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
知
識
の
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あ
る
読
者
は
、
か
ぐ
や
姫
が
「
石
作
の
皇
子
に
は
、
仏
の
御
石
の
鉢
と
い
ふ
物
あ
り
、

そ
れ
を
取
り
て
賜
へ
」
と
難
題
を
提
示
し
た
段
階
で
、
求
婚
者
の
名
と
難
題
物
の
性
質

と
の
ず
れ
に
気
づ
き
、
皇
子
が
仏
鉢
を
ど
う
入
手
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
お
も
し
ろ
お

か
し
く
想
像
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
が
、
最
初
か
ら
仏
鉢
の
入
手
を
あ
き
ら

め
、
さ
り
と
て
石
材
を
加
工
す
る
で
も
な
く
、
実
際
は
た
だ
「
賓
頭
盧
の
前
な
る
鉢
」

を
取
っ
た
だ
け
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
も
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

三

鉢
を
捨
て
る
、
鉢
を
飾
り
つ
け
る

『
解
』
が
引
用
し
た
『
普
曜
経
』
を
評
価
す
る
こ
と
を
手
始
め
と
し
て
、
〝
仏
の
御

石
の
鉢
〟
の
背
後
に
あ
る
知
識
に
つ
い
て
探
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
近

世
の
注
釈
の
一
部
、
例
え
ば
『
宣
師
住
持
感
応
』
の
記
述
を
脈
々
と
継
承
し
て
い
る
が
、

『
宣
師
住
持
感
応
』
の
記
述
は
簡
潔
に
過
ぎ
、
参
照
す
べ
き
情
報
と
し
て
は
不
足
し
て

い
よ
う
。
『
竹
取
物
語
』
作
者
は
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
関
す
る
知
識
を
幅
広
く
知

っ
た
う
え
で
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
複
合
す
る

う
え
で
軸
と
な
っ
た
の
は
基
本
的
に
仏
伝
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
求
め
に
応
じ
た

鉢
の
献
上
と
い
う
大
枠
で
四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
を
踏
ま
え
、
そ
の
な
か
に
、
山
に
お
け

る
入
手
や
人
為
的
な
創
作
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
諸
要
素
も
盛
り
込
ん
で
、
そ
れ

ら
と
の
差
異
な
い
し
落
差
を
際
立
た
せ
る
よ
う
に
こ
の
求
婚
譚
は
形
成
さ
れ
て
い
る
の

110 地　域　学　論　集      第 16 巻      第 3 号（2020） 



と
て
、
返
し
出
だ
す
。
鉢
を
門
に
捨
て
て
、
こ
の
歌
の
返
し
を
す
。

白
山
に
あ
へ
ば
光
の
失
す
る
か
と
は
ち
を
捨
て
て
も
た
の
ま
る
ゝ
か
な

と
詠
み
て
、
入
れ
た
り
。
か
ぐ
や
姫
、
返
し
も
せ
ず
な
り
ぬ
。
耳
に
も
聞
き
入
れ

ざ
り
け
れ
ば
、
言
ひ
か
ゝ
づ
ら
ひ
て
、
か
へ
り
ぬ
。

か
ぐ
や
姫
が
歌
と
と
も
に
返
却
し
て
き
た
偽
の
鉢
を
皇
子
は
捨
て
る
。
そ
し
て
「
鉢
」

と
「
恥
」
を
掛
け
た
歌
を
返
し
て
、
な
お
も
結
婚
に
期
待
を
か
け
る
。
石
井
氏
の
指
摘

す
る
、
「
鉢
を
捨
て
る
」
と
い
う
表
現
の
重
な
り
が
や
は
り
注
意
さ
れ
よ
う
。
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
、
「
鉢
を
捨
て
る
」
を
含
め
た
一
連
の
皇
子
の
行
動
―
求

め
に
応
じ
て
鉢
を
献
上
す
る
も
、
相
手
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

鉢
を
捨
て
た
う
え
で
な
お
も
あ
き
ら
め
ず
に
働
き
か
け
る
―
が
四
天
王
の
そ
れ
と
同
軌

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
皇
子
の
行
動
は
、
や
は
り
四
天
王
の
「
捨
鉢
」

の
逸
話
を
受
容
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
四
天
王
が

「
金
鉢
」
を
捨
て
た
の
ち
も
次
々
と
別
の
宝
鉢
を
献
上
し
て
ゆ
く
の
は
彼
ら
の
「
信
浄

心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
皇
子
が
鉢
を
捨
て
て
も
か
ぐ
や
姫
に
懸
想
す
る
の
は
彼
女

の
心
に
寄
り
添
わ
な
い
厚
顔
な
行
い
で
あ
る
。
持
参
し
た
の
も
偽
物
で
あ
っ
た
。
両
者

の
内
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
と
て
も
大
き
い
。
だ
が
そ
れ
も
、
四
天
王
の
「
捨
鉢
」
を
知
っ

て
い
る
読
者
が
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
む
よ
う
に
作
者
に
よ
っ
て
企
ま
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
四
天
王
の
誠
実
な
信
仰
心
に
よ
る
奉
仕
の
パ
ロ
デ
ィ
と
見
た
と
き
、

皇
子
の
「
面
な
き
」
行
為
は
い
っ
そ
う
厚
か
ま
し
く
、
愚
か
し
い
も
の
と
し
て
浮
か
び

上
が
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
「
鉢
を
捨
て
る
」
に
加
え
て
、
も
う
一
点
『
仏
本
行
集
経
』
で
目
配
り
し
て

お
き
た
い
の
は
、
最
後
に
奉
っ
た
石
鉢
を
四
天
王
が
「
天
花
」
で
「
著
け
」
満
た
し
た

こ
と
で
あ
る
（
波
線
部
）
。
こ
れ
は
、
「
香
」
や
「
諸
妙
音
声
」
等
に
よ
っ
て
鉢
を
供

養
し
た
と
い
う
記
述
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
石
作
の
皇
子
も
偽
の
鉢
を
花
の
枝

に
「
つ
け
て
」
い
た
。

賓
頭
盧
の
前
な
る
鉢
の
、
ひ
た
黒
に
墨
つ
き
た
る
を
取
り
て
、
錦
の
ふ
く
ろ
に
入

れ
て
、
造
り
花
の
枝
に
つ
け
て
、
か
ぐ
や
姫
の
家
に
持
て
来
て
、
見
せ
け
れ
ば
…

…

右
の
皇
子
の
行
為
は
、
季
節
の
花
や
草
木
に
つ
け
て
贈
り
物
を
す
る
と
い
う
当
時
の
習

慣
と
し
て
し
ば
し
ば
説
明
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
と
お
り
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
「
造
り
花
」
に
つ
い
て
「
作
り
花
は
造
花
で
、
仏
教
の
伝
来
か
ら
用
い
ら
れ
た
も

ぞ
う

か

の
で
、
今
日
で
も
奈
良
の
東
大
寺
や
薬
師
寺
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
仏
の
御
石
で

あ
る
か
ら
、
仏
教
的
な
造
花
を
添
え
た
の
で
あ
る
」(

)

と
も
解
説
さ
れ
て
い
る
の
は
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示
唆
的
で
あ
る
。
皇
子
が
鉢
に
添
え
た
「
造
り
花
」
が
仏
教
的
な
装
飾
品
で
あ
る
な
ら

ば
、
皇
子
が
花
の
枝
を
鉢
に
つ
け
た
と
い
う
部
分
も
、
四
天
王
の
行
動
と
の
対
応
箇
所

と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
、
か
た
や
「
端
正
」
で
「
紺
青
」
の
美
し
い
鉢
を

「
天
花
」
で
盛
り
「
著
け
」
、
か
た
や
「
ひ
た
黒
に
墨
つ
き
た
る
」
鉢
に
「
造
り
花
の

枝
」
を
「
つ
け
」
る
と
い
う
、
両
者
の
あ
い
だ
の
落
差
が
こ
こ
で
も
読
み
取
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
「
鉢
を
捨
て
る
」
の
照
応
の
大
き
さ
に
比
べ
れ
ば
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は

あ
る
が
、
四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
と
重
な
る
箇
所
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
『
仏
本
行
集
経
』
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
作
者
が
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
〝
仏

の
御
石
の
鉢
〟
に
関
す
る
知
識
を
探
っ
て
き
た
。
彼
が
目
に
し
て
い
た
〝
仏
の
御
石
の

鉢
〟
の
情
報
は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
注
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
知
識
以
上
の
広
が
り

が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
確
認
し
た
「
鉢
を
捨
て
る
」
は
、
『
仏

本
行
集
経
』
以
外
に
『
大
唐
西
域
記
』
に
も
見
出
せ
る
の
で
、
参
考
と
し
て
そ
ち
ら
も

挙
げ
て
お
く
。
巻
第
八
・
摩
掲
陀
国
上
に
お
け
る
、
玄
奘
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
訪
れ
た
際

の
記
事
で
あ
る
。

長
者
献
麨
側
有

窣
堵
波

。
四
天
王
奉

鉢
処
。
商
主
既
献

麨
蜜

。
世
尊
思
以

二

一

レ

二

一

二

何
器

受

之
。
時
四
天
王
従

四
方

来
。
各
持

金
鉢

而
以
奉
上
。
世
尊
黙
然
而

一

レ

二

一

二

一

不

納
受

。
以
為
出
家
不

宜

此
器

。
四
天
王
捨

金
鉢

奉

銀
鉢

。
乃
至

頗

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

胝
琉
璃
馬
脳
車
渠
真
珠
等
鉢

。
世
尊
如

是
皆
不

為

受
。
四
天
王
各
還

宮
奉

一

レ

レ

レ

レ

二

持
石
鉢
紺
青
映
徹

。
重
以
進
献
。
世
尊
断

彼
此

故
而
総
受

之
。
次
第
重
畳
按

、
、
、
、
一

二

一

レ

為

一
鉢

。
故
其
外
則
有

四
隆

焉
。

（
『
大
正
蔵
』
五
一
・
九
一
七
ｃ
）

二

一

二

一

こ
れ
ら
の
知
識
を
作
中
で
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
作
者
が
直
接
に
ど
の
よ
う
な
仏
典

に
拠
っ
て
い
た
の
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。『
河
社
』
が
挙
げ
て
い
た
よ
う
に
『
大

唐
西
域
記
』
は
巻
第
八
以
外
に
も
仏
鉢
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
作
者

も
重
視
し
て
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
右
に
引
用
し
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
記
事
も
、

奉
鉢
の
伝
説
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
て
簡
便
で
あ
る
。
奥
津
氏
が
す
で
に
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
「
紺
青
映
徹
」
と
い
う
部
分
か
ら
は
青
く
輝
く
さ
ま
も
確
か
め
ら
れ

る
。
た
だ
『
西
域
記
』
の
右
の
記
事
は
『
仏
本
行
集
経
』
を
踏
ま
え
て
描
写
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ(

)

、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
石
井
氏
の
挙
げ
る
『
仏
本
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行
集
経
』
は
や
は
り
重
要
な
経
典
で
あ
る
。
作
者
が
参
看
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。

抜
き
書
き
な
ど
も
想
定
す
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
節
で
考

察
し
た
内
容
も
含
め
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
の
背
後
に
は
、
四
天
王
が
釈
尊
に
鉢
を
献

上
し
た
伝
説
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
仏
鉢
に
関
す
る
諸
要
素

を
複
合
さ
せ
な
が
ら
石
作
の
皇
子
の
話
は
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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で
は
な
い
か
。
い
わ
ば
、
四
天
王
が
釈
尊
に
鉢
を
奉
っ
た
逸
話
の
パ
ロ
デ
ィ
と
い
っ
た

趣
き
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
稿
が
も
う
一
点
取
り
上
げ
た
い
仏
典
は
、
「
仏
伝
の
大
成

を
企
て
た
も
の
」(

)

と
さ
れ
る
、
代
表
的
な
仏
伝
経
典
『
仏
本
行
集
経
』
で
あ
る
。
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と
い
う
の
も
、
こ
の
仏
伝
に
は
、
求
婚
譚
の
オ
チ
を
飾
る
「
鉢
を
捨
て
る
」
と
い
う
表

現
が
見
出
せ
る
か
ら
だ
。
し
か
も
そ
れ
は
鉢
を
献
上
し
た
四
天
王
の
行
為
と
し
て
描
か

れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
仏
本
行
集
経
』
に
「
鉢
を
捨
て
る
」

と
い
う
表
現
が
存
在
し
、
そ
れ
が
『
竹
取
物
語
』
作
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可

能
性
は
、
す
で
に
石
井
公
成
氏
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。
石
井
論
は
『
仏
本
行
集
経
』

以
外
に
も
、
『
維
摩
経
』
に
お
い
て
維
摩
に
難
詰
さ
れ
た
須
菩
提
が
「
鉢
を
置
き
、
其

の
舎
を
出
で
ん
」
と
し
た
こ
と
、
そ
の
部
分
を
『
維
摩
経
略
疏
』
で
は
「
鉢
を
棄
て
、

去
ら
ん
と
欲
す
」「
鉢
を
棄
て
て
去
る
」
と
言
い
換
え
て
釈
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
維

摩
経
』
で
は
ほ
か
に
も
、
鉢
に
牛
乳
を
入
れ
て
も
ら
お
う
と
し
た
自
身
の
行
為
に
慚
愧

を
抱
い
た
阿
難
が
「
そ
の
行
為
を
慚
じ
て
は
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
そ
れ
ら
が
『
仏
本
行
集
経
』
の
表
現
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
皇
子
の
言
動
に
受
容
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
傾
聴
す
べ
き
重
要
な
見
解
で
あ
る
。
石
井
氏
の
指

摘
す
る
よ
う
に
、
「
維
摩
に
辱
め
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
仏
弟
子
た
ち
」
の
話
や
「
男
女

の
立
場
の
逆
転
と
い
う
事
態
」
を
描
き
、
諧
謔
に
も
富
ん
で
い
る
『
維
摩
経
』
が
、
求

婚
譚
の
材
源
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
が
、
私
見
と
し
て
は
、
石
作
の
皇
子
の

話
を
仏
伝
の
四
天
王
奉
鉢
の
パ
ロ
デ
ィ
と
見
る
観
点
か
ら
、
『
仏
本
行
集
経
』
を
こ
そ

重
視
し
た
い
。
石
井
論
は
『
維
摩
経
』
『
維
摩
経
略
疏
』
の
引
用
や
説
明
に
紙
幅
を
割

い
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
『
仏
本
行
集
経
』
の
分
析
は
簡
略
で
も
あ
る
。

石
井
論
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
改
め
て
こ
の
経
典
に

お
け
る
奉
鉢
の
く
だ
り
を
見
て
み
た
い
。

時
二
商
主
。
共
白

仏
言
。
世
尊
。
願
為

我
等

受

此
清
浄
麨
酪
蜜
揣

。
愍

我

レ

二

一

二

一

二

等

故
。
（
中
略
）

一

爾
時
世
尊
。
内
生

知
見

。
即
知

過
去
一
切
諸
仏
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
呵
三
藐
三

二

一

三

仏
陀
一
切
尽
皆
受

持
鉢
器

。
是
時
世
尊
。
復
如

是
念
。
我
今
当

以

何
器

而

二

一

レ

下

二

一

受

二
商
主
食
麨
酪
蜜
揣

。
世
尊
欲

受
。
発

此
心

已
。
時
四
天
王
。
各
従

四

中

上

レ

二

一

二

方

。
速
疾
共
持

四
金
鉢
器

。
往

詣
仏
所

。
到
已
各
各
頂

礼
仏
足

。
却
住

一

二

一

二

一

二

一

二

一
面

。
而
四
天
王
。
却
住
立
已
。
将

四
金
鉢

。
奉

上
世
尊

。
作

如

是
言

。

一

二

一

二

一

二

レ

一

唯
願
世
尊
。
用

此
鉢
器

。
受

二
商
主
麨
酪
蜜
揣

。
愍

我
等

故
。
我
等
長
夜

二

一

二

一

二

一

当

得

大
利
大
楽
大
安

。
世
尊
不

受
。
以

出
家
人
不

合

畜

此
。
彼
四
天

レ

二

一

レ

二

一レ

レ

レ

王
。
捨

四
金
鉢

。
将

四
銀
鉢

。
奉

上
世
尊

。
作

如

是
言

。
世
尊
。
可

二

一

二

一

二

一

二

レ

一

下

於

此
器

受

食
。
略
説
乃
至
。
為

我
当

得

大
利
大
安

。
世
尊
不

受
。
如

二

一

上
レ

二

一レ

二

一

レ

レ

是
更
将

四
頗
梨
鉢

。
而
亦
不

受
。
如

是
更
将

四
琉
璃
鉢

。
而
亦
不

受
。

二

一

レ

レ

二

一

レ

如

是
更
将

四
赤
珠
鉢

。
而
亦
不

受
。
次
復
更
将

四
瑪
瑙
鉢

。
而
亦
不

受
。

レ

二

一

レ

二

一

レ

次
復
更
将

四
車
璖
鉢

。
奉

上
世
尊

。
如
来
亦
復
不

為

其
受

。

二

一

二

一

レ

二

一

（
中
略
―
か
つ
て
毘
盧
遮
那
と
い
う
天
子
が
、
す
で
に
四
天
王
が
入
手
し
て
い
た

石
鉢
を
釈
尊
に
奉
る
べ
き
で
あ
る
と
自
分
た
ち
に
告
げ
て
い
た
こ
と
を
、
毘
沙
門

天
が
思
い
出
す
―
）

爾
時
四
鎮
四
大
天
王
。
各
各
皆
将

諸
親
眷
属

囲
遶
。
速
至

自
宮
殿
中

。
各
執

二

一

二

一

石
鉢

。
端
正
可

喜
。
其
色
紺
青
。
猶
如

雲
隊

。
盛
以

天
花

著

満
其
内

。

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

将

一
切
香

。
用
塗

彼
鉢

。
復
持

一
切
諸
妙
音
声

。
供

養
彼
鉢

。
速
詣

二

一

二

一

二

一

二

一

二

仏
所

。
到
已
共
将

四
鉢

奉

仏
。
而
白

仏
言
。
唯
願
世
尊
。
受

此
石
鉢

。

一

二

一

レ

レ

二

一

於

此
鉢
内

。
受

二
商
主
麨
酪
蜜
揣

。
愍

我
等

故
。
各
令

我
等
長
夜
獲

得

二

一

二

一

二

一

三

二

大
利
安
楽

。
爾
時
世
尊
。
復
如

是
念
。
此
四
天
王
。
以

信
浄
心

。
奉

我
四

一

レ

二

一

二

鉢

。
我
亦
不

合

受

持
四
鉢

。
若
我
今
於

一
人
辺

受
。
則
三
人
心
。
各
各

一

レ

三

二

一

二

一

有

恨
。
（
中
略
）
我
今
可

総
受

此
四
鉢

。
出

神
通
力

。
持
作

一
鉢

。

レ

下

二

一

二

一

中

上

（
中
略
―
四
天
王
が
そ
れ
ぞ
れ
鉢
を
献
上
す
る
―
）

爾
時
世
尊
。
受

四
鉢

已
。
如

是
次
第
相
重
安
置
。
左
手
受
已
。
右
手
按
下
。

二

一

レ

神
通
力
故
。
合
成

一
鉢

。
外
有

四
脣

。

二

一

二

一

（
『
大
正
蔵
』
三
・
八
〇
一
ｂ
～
八
〇
二
ａ
）

こ
ち
ら
も
話
の
筋
は
鉢
を
欲
す
る
釈
尊
の
思
念
を
察
知
し
た
四
天
王
が
石
の
鉢
を
献
上

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
仏
鉢
が
「
山
」
で
得
ら
れ
た
と
い
う
情
報
は
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
に
本
稿
が
見
て
き
た
仏
伝
に
は
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
石
鉢
」
を
献
上
す
る
よ
り
も
前
に
、
四
天
王
が
七
宝
の
鉢
を
奉
ろ
う
と

し
て
い
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
四
天
王
は
ま
ず
「
金
鉢
」
を
献
上
し
た
の
だ
が
、

釈
尊
は
出
家
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
を
受
け
取
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
「
銀
鉢
」
以
下
「
車
璖
鉢
」
ま
で
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
最
終
的

に
納
受
さ
れ
た
の
が
「
石
鉢
」
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
な
か
で
、
釈
尊
が
受
け
取
ら
な
か
っ
た
鉢
に
対
し
て
、
〝
鉢
を

捨
て
る
〟
と
い
う
四
天
王
の
行
為
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
周
知

の
と
お
り
、
石
作
の
皇
子
の
話
に
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

か
ぐ
や
姫
、
「
光
や
あ
る
」
と
見
る
に
、
蛍
ば
か
り
の
光
だ
に
な
し
。

お
く
露
の
光
を
だ
に
ぞ
や
ど
さ
ま
し
を
ぐ
ら
山
に
て
何
も
と
め
け
ん

璖

璖
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と
て
、
返
し
出
だ
す
。
鉢
を
門
に
捨
て
て
、
こ
の
歌
の
返
し
を
す
。

白
山
に
あ
へ
ば
光
の
失
す
る
か
と
は
ち
を
捨
て
て
も
た
の
ま
る
ゝ
か
な

と
詠
み
て
、
入
れ
た
り
。
か
ぐ
や
姫
、
返
し
も
せ
ず
な
り
ぬ
。
耳
に
も
聞
き
入
れ

ざ
り
け
れ
ば
、
言
ひ
か
ゝ
づ
ら
ひ
て
、
か
へ
り
ぬ
。

か
ぐ
や
姫
が
歌
と
と
も
に
返
却
し
て
き
た
偽
の
鉢
を
皇
子
は
捨
て
る
。
そ
し
て
「
鉢
」

と
「
恥
」
を
掛
け
た
歌
を
返
し
て
、
な
お
も
結
婚
に
期
待
を
か
け
る
。
石
井
氏
の
指
摘

す
る
、
「
鉢
を
捨
て
る
」
と
い
う
表
現
の
重
な
り
が
や
は
り
注
意
さ
れ
よ
う
。
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
、
「
鉢
を
捨
て
る
」
を
含
め
た
一
連
の
皇
子
の
行
動
―
求

め
に
応
じ
て
鉢
を
献
上
す
る
も
、
相
手
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

鉢
を
捨
て
た
う
え
で
な
お
も
あ
き
ら
め
ず
に
働
き
か
け
る
―
が
四
天
王
の
そ
れ
と
同
軌

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
皇
子
の
行
動
は
、
や
は
り
四
天
王
の
「
捨
鉢
」

の
逸
話
を
受
容
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
四
天
王
が

「
金
鉢
」
を
捨
て
た
の
ち
も
次
々
と
別
の
宝
鉢
を
献
上
し
て
ゆ
く
の
は
彼
ら
の
「
信
浄

心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
皇
子
が
鉢
を
捨
て
て
も
か
ぐ
や
姫
に
懸
想
す
る
の
は
彼
女

の
心
に
寄
り
添
わ
な
い
厚
顔
な
行
い
で
あ
る
。
持
参
し
た
の
も
偽
物
で
あ
っ
た
。
両
者

の
内
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
と
て
も
大
き
い
。
だ
が
そ
れ
も
、
四
天
王
の
「
捨
鉢
」
を
知
っ

て
い
る
読
者
が
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
む
よ
う
に
作
者
に
よ
っ
て
企
ま
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
四
天
王
の
誠
実
な
信
仰
心
に
よ
る
奉
仕
の
パ
ロ
デ
ィ
と
見
た
と
き
、

皇
子
の
「
面
な
き
」
行
為
は
い
っ
そ
う
厚
か
ま
し
く
、
愚
か
し
い
も
の
と
し
て
浮
か
び

上
が
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
「
鉢
を
捨
て
る
」
に
加
え
て
、
も
う
一
点
『
仏
本
行
集
経
』
で
目
配
り
し
て

お
き
た
い
の
は
、
最
後
に
奉
っ
た
石
鉢
を
四
天
王
が
「
天
花
」
で
「
著
け
」
満
た
し
た

こ
と
で
あ
る
（
波
線
部
）
。
こ
れ
は
、
「
香
」
や
「
諸
妙
音
声
」
等
に
よ
っ
て
鉢
を
供

養
し
た
と
い
う
記
述
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
石
作
の
皇
子
も
偽
の
鉢
を
花
の
枝

に
「
つ
け
て
」
い
た
。

賓
頭
盧
の
前
な
る
鉢
の
、
ひ
た
黒
に
墨
つ
き
た
る
を
取
り
て
、
錦
の
ふ
く
ろ
に
入

れ
て
、
造
り
花
の
枝
に
つ
け
て
、
か
ぐ
や
姫
の
家
に
持
て
来
て
、
見
せ
け
れ
ば
…

…

右
の
皇
子
の
行
為
は
、
季
節
の
花
や
草
木
に
つ
け
て
贈
り
物
を
す
る
と
い
う
当
時
の
習

慣
と
し
て
し
ば
し
ば
説
明
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
と
お
り
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
「
造
り
花
」
に
つ
い
て
「
作
り
花
は
造
花
で
、
仏
教
の
伝
来
か
ら
用
い
ら
れ
た
も

ぞ
う

か

の
で
、
今
日
で
も
奈
良
の
東
大
寺
や
薬
師
寺
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
仏
の
御
石
で

あ
る
か
ら
、
仏
教
的
な
造
花
を
添
え
た
の
で
あ
る
」(

)

と
も
解
説
さ
れ
て
い
る
の
は
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示
唆
的
で
あ
る
。
皇
子
が
鉢
に
添
え
た
「
造
り
花
」
が
仏
教
的
な
装
飾
品
で
あ
る
な
ら

ば
、
皇
子
が
花
の
枝
を
鉢
に
つ
け
た
と
い
う
部
分
も
、
四
天
王
の
行
動
と
の
対
応
箇
所

と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
、
か
た
や
「
端
正
」
で
「
紺
青
」
の
美
し
い
鉢
を

「
天
花
」
で
盛
り
「
著
け
」
、
か
た
や
「
ひ
た
黒
に
墨
つ
き
た
る
」
鉢
に
「
造
り
花
の

枝
」
を
「
つ
け
」
る
と
い
う
、
両
者
の
あ
い
だ
の
落
差
が
こ
こ
で
も
読
み
取
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
「
鉢
を
捨
て
る
」
の
照
応
の
大
き
さ
に
比
べ
れ
ば
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は

あ
る
が
、
四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
と
重
な
る
箇
所
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
『
仏
本
行
集
経
』
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
作
者
が
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
〝
仏

の
御
石
の
鉢
〟
に
関
す
る
知
識
を
探
っ
て
き
た
。
彼
が
目
に
し
て
い
た
〝
仏
の
御
石
の

鉢
〟
の
情
報
は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
注
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
知
識
以
上
の
広
が
り

が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
確
認
し
た
「
鉢
を
捨
て
る
」
は
、
『
仏

本
行
集
経
』
以
外
に
『
大
唐
西
域
記
』
に
も
見
出
せ
る
の
で
、
参
考
と
し
て
そ
ち
ら
も

挙
げ
て
お
く
。
巻
第
八
・
摩
掲
陀
国
上
に
お
け
る
、
玄
奘
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
訪
れ
た
際

の
記
事
で
あ
る
。

長
者
献
麨
側
有

窣
堵
波

。
四
天
王
奉

鉢
処
。
商
主
既
献

麨
蜜

。
世
尊
思
以

二

一

レ

二

一

二

何
器

受

之
。
時
四
天
王
従

四
方

来
。
各
持

金
鉢

而
以
奉
上
。
世
尊
黙
然
而

一

レ

二

一

二

一

不

納
受

。
以
為
出
家
不

宜

此
器

。
四
天
王
捨

金
鉢

奉

銀
鉢

。
乃
至

頗

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

胝
琉
璃
馬
脳
車
渠
真
珠
等
鉢

。
世
尊
如

是
皆
不

為

受
。
四
天
王
各
還

宮
奉

一

レ

レ

レ

レ

二

持
石
鉢
紺
青
映
徹

。
重
以
進
献
。
世
尊
断

彼
此

故
而
総
受

之
。
次
第
重
畳
按

、
、
、
、
一

二

一

レ

為

一
鉢

。
故
其
外
則
有

四
隆

焉
。

（
『
大
正
蔵
』
五
一
・
九
一
七
ｃ
）

二

一

二

一

こ
れ
ら
の
知
識
を
作
中
で
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
作
者
が
直
接
に
ど
の
よ
う
な
仏
典

に
拠
っ
て
い
た
の
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。『
河
社
』
が
挙
げ
て
い
た
よ
う
に
『
大

唐
西
域
記
』
は
巻
第
八
以
外
に
も
仏
鉢
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
作
者

も
重
視
し
て
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
右
に
引
用
し
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
記
事
も
、

奉
鉢
の
伝
説
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
て
簡
便
で
あ
る
。
奥
津
氏
が
す
で
に
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
「
紺
青
映
徹
」
と
い
う
部
分
か
ら
は
青
く
輝
く
さ
ま
も
確
か
め
ら
れ

る
。
た
だ
『
西
域
記
』
の
右
の
記
事
は
『
仏
本
行
集
経
』
を
踏
ま
え
て
描
写
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ(

)

、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
石
井
氏
の
挙
げ
る
『
仏
本
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行
集
経
』
は
や
は
り
重
要
な
経
典
で
あ
る
。
作
者
が
参
看
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。

抜
き
書
き
な
ど
も
想
定
す
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
節
で
考

察
し
た
内
容
も
含
め
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
の
背
後
に
は
、
四
天
王
が
釈
尊
に
鉢
を
献

上
し
た
伝
説
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
仏
鉢
に
関
す
る
諸
要
素

を
複
合
さ
せ
な
が
ら
石
作
の
皇
子
の
話
は
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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発
見
さ
れ
る
場
面
で
は
仏
伝
中
の
釈
尊
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
奇
瑞
が
取
り
込
ま
れ
、
ま

た
、
彼
女
が
翁
た
ち
と
別
離
し
、
昇
天
し
て
ゆ
く
物
語
終
盤
の
場
面
で
は
釈
尊
の
踰
城

・
出
家
の
場
面
に
見
ら
れ
る
設
定
が
多
様
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

か
ぐ
や
姫
の
登
場
と
退
場
と
い
う
物
語
の
枠
組
み
―
「
求
婚
説
話
系
プ
ロ
ッ
ト
」
を
包

み
込
み
「
冒
頭
と
末
尾
を
結
ん
で
大
き
な
枠
で
全
篇
を
縁
ど
る
化
生
・
昇
天
説
話
系
プ

ロ
ッ
ト
」(

)

と
い
う
『
竹
取
物
語
』
の
「
枠
」
―
に
お
い
て
も
、
か
ぐ
や
姫
と
釈
尊

21

が
対
応
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
仏
伝
が
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
の
こ
の
見

解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
か
ぐ
や
姫
を
釈
尊
の
位
相
と
重
ね
る
よ
う
に
仏
伝
を
取
り
込

ん
で
形
成
さ
れ
た
石
作
の
皇
子
の
話
は
、
求
婚
譚
を
挟
み
込
む
物
語
の
「
枠
」
と
共
通

の
知
識
・
背
景
か
ら
構
想
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
石

作
の
皇
子
の
話
が
あ
る
作
者
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
「
人
工
的
な
段
」
で
あ
っ
た
と
す

る
見
解
と
相
俟
っ
て
、
か
ぐ
や
姫
の
発
見
と
昇
天
と
い
う
「
枠
」
を
創
作
し
た
人
物
と
、

石
作
の
皇
子
の
話
を
創
作
し
た
人
物
と
が
同
一
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
も
示
唆
し

よ
う
。
『
竹
取
物
語
』
の
枠
組
み
と
石
作
の
皇
子
の
話
と
は
、
仏
伝
に
親
し
ん
で
い
た

作
者
の
手
に
よ
っ
て
同
時
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
材
源
、
典
拠
と
い
っ

た
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
推
測
は
あ
な
が
ち
見
当
外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。

以
上
の
よ
う
な
結
論
を
下
敷
き
に
し
て
難
題
求
婚
譚
の
全
体
の
成
立
を
考
え
た
と
き

に
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
展
望
が
ひ
ら
け
る
の
か
―
『
竹
取
物
語
』
全
篇
が
一
人
の

作
者
に
よ
っ
て
一
度
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
か
―
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
確
た
る
結
論
は
得
ら
れ
て
は
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
三
番
目
の

求
婚
者
・
阿
部
の
右
大
臣
に
対
す
る
「
今
ひ
と
り
に
は
、
唐
土
に
あ
る
、
火
鼠
の
皮
衣

を
給
へ
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
も
と
も
と
は
求
婚
者
が
三
人
で
あ
り
、
そ
れ
が
の
ち
に

五
人
に
増
補
さ
れ
た
と
す
る
見
方
は
根
強
い(

)

。
『
竹
取
物
語
』
が
複
数
人
の
手
に

22

よ
っ
て
段
階
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
物
語
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
行
の
物
語
の
か
た
ち

に
最
終
的
に
仕
上
げ
た
作
者
が
仏
伝
を
取
り
込
ん
だ
の
か
。
あ
る
い
は
、
仏
伝
が
取
り

込
ま
れ
た
あ
と
に
求
婚
譚
は
追
加
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
最
初
か
ら
一
人
の
作
者

が
全
篇
を
一
時
に
創
造
し
た
の
か
―
。
成
立
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
様
々
な
解
釈
が
成

り
立
つ
。
だ
が
、
つ
と
に
柳
田
国
男
「
竹
取
翁
考
」(

)

に
よ
っ
て
「
説
話
の
変
化
部

23

分
、
又
は
自
由
区
域
」
と
さ
れ
、
作
者
の
創
意
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
部
分
と
し
て
そ

の
内
容
の
独
自
性
、
独
創
性
が
評
価
さ
れ
て
き
た
難
題
求
婚
譚
が
、
そ
れ
を
包
み
込
む

物
語
全
体
の
「
枠
」
と
緊
密
に
関
係
し
て
構
想
さ
れ
た
可
能
性
は
、
今
後
の
研
究
で
も

よ
り
意
識
さ
れ
て
よ
い
こ
と
と
考
え
る(

)

。
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最
後
の
考
察
は
冗
漫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
が
お
こ
な
っ
て
き
た
〝
仏
の
御

石
の
鉢
〟
の
背
景
の
探
索
は
、
以
上
の
よ
う
な
成
立
に
関
す
る
考
察
へ
と
広
が
る
視
座

も
提
供
す
る
。
材
源
や
典
拠
の
さ
ら
な
る
調
査
や
、
従
来
の
注
釈
の
掘
り
起
こ
し
に
よ

っ
て
見
出
せ
る
問
題
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

＊
引
用
は
以
下
の
と
お
り
（
字
体
は
基
本
的
に
通
行
の
も
の
に
改
め
た
）
。
『
竹
取
物
語
』
…
新
日

本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
。
表
記
等
を
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
／
『
河
社
』
…
『
契

沖
全
集

第
十
四
巻
』
（
岩
波
書
店
）
。
／
『
竹
取
物
語
抄
』
『
竹
取
翁
物
語
解
』
…
上
坂
信
男
『
竹

取
物
語
全
評
釈

古
注
釈
篇
』
（
右
文
書
院
、
一
九
九
〇
）
。
／
仏
典
…
大
正
新
修
大
蔵
経
。
脚
注

な
ど
を
も
と
に
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

注

(
)

網
谷
厚
子
「
竹
取
物
語
の
諸
問
題

１

石
つ
く
り
の
皇
子
の
名
と
難
題
物
と
の
関
係
」（
『
平

1

安
朝
文
学
の
構
造
と
解
釈
―
竹
取
・
う
つ
ほ
・
栄
花
―
』
〈
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九

二
〉
）
。

(
)

河
添
房
江
「
『
竹
取
物
語
』
と
東
ア
ジ
ア
世
界
―
難
題
求
婚
譚
を
中
心
に
」
（
『
源
氏
物
語

2

越
境
論

唐
物
表
象
と
物
語
享
受
の
諸
相
』
〈
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
〉
）
。
類
似
し
た
方
向

性
の
研
究
と
し
て
、
ほ
か
に
、
山
口
博
『
平
安
貴
族
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
（
角
川
選
書
、
二

〇
〇
六
）
が
、
『
竹
取
物
語
』
と
『
う
つ
ほ
物
語
』
を
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
の
関
わ
り
か
ら
分

析
し
て
お
り
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
つ
い
て
は
『
大
唐
西
域
記
』
『
法
顕
伝
』
な
ど
を
参

照
し
た
う
え
で
「
奈
良
人
に
も
平
安
人
に
も
、
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
仏
鉢
は
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
品
と
し
て
熟
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
二
一
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。

(
)

石
井
公
成
「
変
化
の
人
と
い
ふ
と
も
、
女
の
身
持
ち
給
へ
り
―
『
竹
取
物
語
』
の
基
調
と

3

な
っ
た
仏
教
要
素
―
」
（
『
駒
澤
大
学

仏
教
文
学
研
究
』
九
、
二
〇
〇
六
・
三
）
を
参
照
。

な
お
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
秀
夫
『
か
ぐ
や
姫
と
浦
島

物
語
文
学
の
誕
生
と
神
仙
ワ

ー
ル
ド
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
八
）
に
は
、
『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
神
仙
思
想
、
神
仙
譚

の
受
容
に
つ
い
て
の
重
要
な
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
の
達
成
を
示
し
て
い
る
。

(
)

契
沖
が
『
南
山
住
持
感
応
伝
』
と
し
て
引
く
文
章
が
、
道
世
編
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
三
十

4

八
・
敬
塔
篇
第
三
十
五
の
「
感
応
縁
」
に
「
宣
師
住
持
感
応
云
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
記
事

（
『
大
正
蔵
』
五
三
・
五
八
九
ｃ
）
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
正
し
い
出
典
と
し

て
は
『
宣
師
住
持
感
応
』
と
書
か
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
山
口
敦
史
「
竹
取
物
語
の
出
典
と
し

て
の
「
南
山
住
持
感
応
伝
」
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
大
谷
国
文
』
二
四
、
一
九
九
五
・
七
）

が
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
山
口
氏
も
参
照
す
る
川
口
義
照
「
道
世
と
道
宣
の
撰
述
書
」
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成
立
論
へ
の
視
座
―
お
わ
り
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
、『
普
曜
経
』（
『
解
』「
附
録
」
）
、『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
、『
仏
本
行
集
経
』

（
石
井
論
）
と
い
っ
た
仏
伝
の
経
典
を
主
に
取
り
上
げ
て
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
関
す

る
知
識
を
探
っ
て
き
た
。
話
の
骨
格
か
ら
細
か
な
設
定
の
レ
ベ
ル
ま
で
、
い
く
つ
か
の

新
た
な
情
報
の
提
示
な
い
し
再
確
認
が
で
き
た
と
思
う
。
現
在
に
至
る
ま
で
の
注
釈
で

は
近
世
以
来
の
説
が
や
や
固
定
化
さ
れ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
古
注
釈
を
見

直
し
た
り
典
拠
を
探
索
し
た
り
し
て
み
れ
ば
、
些
細
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
新
し
い
知

見
は
ま
だ
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
本
稿
が
提
示
し
た
も
の
も
含
め
、

そ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
見
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
研
究
に
よ
る

検
討
に
委
ね
る
ほ
か
は
な
い
が
、
ま
ず
は
探
求
の
営
為
そ
の
も
の
を
停
滞
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
営
為
の
継
続
に
よ
っ
て
、
『
竹
取
物
語
』
の
注
釈
は
豊
か

に
ま
た
精
確
に
な
っ
て
ゆ
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
『
竹
取
物
語
』

全
体
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
視
点
を
見
出
せ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
そ
の
よ
う
な
実
践
と
し
て
、
『
竹
取
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
い
さ
さ
か

の
考
察
を
加
え
た
い
。
本
稿
は
四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
の
受
容
に
つ
い
て
指
摘
を
お
こ
な

っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
指
摘
は
石
作
の
皇
子
の
話
ひ
い
て
は
『
竹
取
物
語
』
の
成

立
に
関
す
る
問
題
と
接
続
す
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

石
作
の
皇
子
の
話
に
つ
い
て
は
、
野
口
元
大
氏
が
、
「
一
話
と
し
て
の
独
立
性
が
か

な
り
曖
昧
」
、
皇
子
に
対
し
て
「
敬
語
を
用
い
よ
う
と
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
」

等
と
論
じ
、
さ
ら
に
、
仏
鉢
が
光
を
帯
び
る
こ
と
や
「
小
倉
山
」
に
つ
い
て
は
作
者
の

説
明
が
不
足
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
一
段
（
石
作
の
皇
子
の
話
―
引
用
者
注
）
、
作
者
の
筆
つ
き
は
話
の
筋
を
叙

す
る
に
急
で
、
最
小
限
の
説
明
の
労
さ
え
と
も
す
れ
ば
省
き
が
ち
だ
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
説
話
の
自
由
区
域
に
お
い
て
の
び
の
び
と
想
像
の
翼
を
ひ

ろ
げ
、
楽
々
と
自
ら
の
語
り
口
の
な
め
ら
か
さ
に
酔
う
と
い
う
の
と
は
、
ま
さ
に

正
反
対
の
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
一
段
こ
そ
、
こ
の
物
語
の

原
型
を
示
す
も
の
で
、
作
者
に
よ
る
自
由
な
変
改
を
ほ
と
ん
ど

蒙

っ
て
い
な
い

こ
う
む

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
一
々
説
明
を
加
え
ず
と
も
、
読

者
と
作
者
と
の
共
有
の
知
識
を
も
と
に
し
た
黙
契
に
頼
れ
る
部
分
が
、
か
な
り
の

程
度
期
待
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
そ
う
な
節
ま
で
も
あ
る
。
そ
う
と

す
れ
ば
、
現
在
の
『
竹
取
物
語
』
の
も
と
に
な
っ
た
竹
取
説
話
の
露
頭
を
こ
こ
に

認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
集
成
「
解
説
」
、
一
二
八
ペ
ー
ジ
）

現
行
の
『
竹
取
物
語
』
に
そ
れ
以
前
の
「
原
型
」
や
「
説
話
」
が
存
在
し
て
い
た
と
想

定
し
、
石
作
の
皇
子
の
話
に
そ
の
形
跡
を
認
め
る
説
は
、
右
の
集
成
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
に
先
立
っ
て
日
本
古
典
文
学
全
集
（
〈
旧
〉
全
集
）
に
も
「
古
い
形
の
物
語
の
痕
跡

を
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
」
（
五
九
ペ
ー
ジ
・
頭
注
一

〇
）
と
見
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
説
に
対
し
、
奥
津
春
雄
氏
は
、
「
こ
の
段
こ
そ
、
源
泉
説
話
が
な
い
か
、

も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
作
者
の
構
想
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
作
り
変
え
ら
れ
た
、
極
め
て

人
工
的
な
段
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
論
じ
て
反
論
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
話
に
描
か
れ
る
か
ぐ
や
姫
と
皇
子
と
の
歌
の
贈
答
に
つ
い
て
「
緊
迫
感
の
あ
る
、

機
知
に
溢
れ
た
言
葉
争
い
を
こ
の
段
の
中
心
的
興
味
に
し
よ
う
と
し
た
、
作
者
の
意
図

は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
素
朴
な
原
話
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
歌
を
詠
み
加
え
て

『
竹
取
物
語
』
が
で
き
た
と
い
う
説
は
成
り
立
た
な
い
。
歌
が
な
け
れ
ば
こ
の
段
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
奥
津
氏
の
見
解
は
、
「
石
作
の
皇

子
の
段
は
、
「
は
ぢ
を
捨
つ
」
と
い
う
洒
落
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
組
み
立
て
ら
れ
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
石
井
公
成
氏
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
石
井
氏

は
「
現
行
の
『
竹
取
物
語
』
以
前
に
、
鉢
と
恥
に
関
す
る
部
分
を
含
む
素
朴
な
原
話
、

あ
る
い
は
冗
談
を
含
む
漢
文
体
の
話
が
先
に
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
論
じ

る
。本

稿
も
ま
た
、
奥
津
氏
や
石
井
氏
の
見
解
に
与
し
た
い
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
石
作

の
皇
子
の
話
は
、
求
め
に
応
じ
て
鉢
を
献
上
す
る
と
い
う
話
の
骨
格
に
お
い
て
四
天
王

の
奉
鉢
の
伝
説
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
語
源
譚
と
直
結
す
る
「
鉢
を
捨
て
る
」
と
い

う
表
現
を
は
じ
め
、
細
部
の
設
定
に
お
い
て
も
そ
の
受
容
が
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
に
詳

し
い
作
者
が
、
一
種
の
パ
ロ
デ
ィ
と
な
る
よ
う
に
ま
さ
に
「
人
工
的
に
」
創
作
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
原
話
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

そ
の
う
え
で
さ
ら
に
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
石
作

の
皇
子
の
話
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
が
仏
伝
の
一
コ
マ
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
鉢
を
求
め
、
そ
れ
が
献
上
さ
れ
る
釈
尊
の
位
置
に
か
ぐ
や

姫
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
重
く
見
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
『
竹
取
物
語
』
に
お
い
て
か

ぐ
や
姫
と
釈
尊
と
が
対
応
す
る
よ
う
に
仏
伝
が
受
容
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
石
作
の

皇
子
の
話
の
み
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
拙
稿
「
『
竹
取
物
語
』
と
仏
伝
」（
『
中

古
文
学
』
七
七
、
二
〇
〇
六
・
六
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
物
語
始
発
部
の
か
ぐ
や
姫
が
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発
見
さ
れ
る
場
面
で
は
仏
伝
中
の
釈
尊
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
奇
瑞
が
取
り
込
ま
れ
、
ま

た
、
彼
女
が
翁
た
ち
と
別
離
し
、
昇
天
し
て
ゆ
く
物
語
終
盤
の
場
面
で
は
釈
尊
の
踰
城

・
出
家
の
場
面
に
見
ら
れ
る
設
定
が
多
様
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

か
ぐ
や
姫
の
登
場
と
退
場
と
い
う
物
語
の
枠
組
み
―
「
求
婚
説
話
系
プ
ロ
ッ
ト
」
を
包

み
込
み
「
冒
頭
と
末
尾
を
結
ん
で
大
き
な
枠
で
全
篇
を
縁
ど
る
化
生
・
昇
天
説
話
系
プ

ロ
ッ
ト
」(

)

と
い
う
『
竹
取
物
語
』
の
「
枠
」
―
に
お
い
て
も
、
か
ぐ
や
姫
と
釈
尊

21

が
対
応
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
仏
伝
が
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
の
こ
の
見

解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
か
ぐ
や
姫
を
釈
尊
の
位
相
と
重
ね
る
よ
う
に
仏
伝
を
取
り
込

ん
で
形
成
さ
れ
た
石
作
の
皇
子
の
話
は
、
求
婚
譚
を
挟
み
込
む
物
語
の
「
枠
」
と
共
通

の
知
識
・
背
景
か
ら
構
想
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
石

作
の
皇
子
の
話
が
あ
る
作
者
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
「
人
工
的
な
段
」
で
あ
っ
た
と
す

る
見
解
と
相
俟
っ
て
、
か
ぐ
や
姫
の
発
見
と
昇
天
と
い
う
「
枠
」
を
創
作
し
た
人
物
と
、

石
作
の
皇
子
の
話
を
創
作
し
た
人
物
と
が
同
一
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
も
示
唆
し

よ
う
。
『
竹
取
物
語
』
の
枠
組
み
と
石
作
の
皇
子
の
話
と
は
、
仏
伝
に
親
し
ん
で
い
た

作
者
の
手
に
よ
っ
て
同
時
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
材
源
、
典
拠
と
い
っ

た
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
推
測
は
あ
な
が
ち
見
当
外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。

以
上
の
よ
う
な
結
論
を
下
敷
き
に
し
て
難
題
求
婚
譚
の
全
体
の
成
立
を
考
え
た
と
き

に
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
展
望
が
ひ
ら
け
る
の
か
―
『
竹
取
物
語
』
全
篇
が
一
人
の

作
者
に
よ
っ
て
一
度
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
か
―
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
確
た
る
結
論
は
得
ら
れ
て
は
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
三
番
目
の

求
婚
者
・
阿
部
の
右
大
臣
に
対
す
る
「
今
ひ
と
り
に
は
、
唐
土
に
あ
る
、
火
鼠
の
皮
衣

を
給
へ
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
も
と
も
と
は
求
婚
者
が
三
人
で
あ
り
、
そ
れ
が
の
ち
に

五
人
に
増
補
さ
れ
た
と
す
る
見
方
は
根
強
い(

)

。
『
竹
取
物
語
』
が
複
数
人
の
手
に

22

よ
っ
て
段
階
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
物
語
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
行
の
物
語
の
か
た
ち

に
最
終
的
に
仕
上
げ
た
作
者
が
仏
伝
を
取
り
込
ん
だ
の
か
。
あ
る
い
は
、
仏
伝
が
取
り

込
ま
れ
た
あ
と
に
求
婚
譚
は
追
加
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
最
初
か
ら
一
人
の
作
者

が
全
篇
を
一
時
に
創
造
し
た
の
か
―
。
成
立
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
様
々
な
解
釈
が
成

り
立
つ
。
だ
が
、
つ
と
に
柳
田
国
男
「
竹
取
翁
考
」(

)

に
よ
っ
て
「
説
話
の
変
化
部

23

分
、
又
は
自
由
区
域
」
と
さ
れ
、
作
者
の
創
意
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
部
分
と
し
て
そ

の
内
容
の
独
自
性
、
独
創
性
が
評
価
さ
れ
て
き
た
難
題
求
婚
譚
が
、
そ
れ
を
包
み
込
む

物
語
全
体
の
「
枠
」
と
緊
密
に
関
係
し
て
構
想
さ
れ
た
可
能
性
は
、
今
後
の
研
究
で
も

よ
り
意
識
さ
れ
て
よ
い
こ
と
と
考
え
る(

)

。

24

最
後
の
考
察
は
冗
漫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
が
お
こ
な
っ
て
き
た
〝
仏
の
御

石
の
鉢
〟
の
背
景
の
探
索
は
、
以
上
の
よ
う
な
成
立
に
関
す
る
考
察
へ
と
広
が
る
視
座

も
提
供
す
る
。
材
源
や
典
拠
の
さ
ら
な
る
調
査
や
、
従
来
の
注
釈
の
掘
り
起
こ
し
に
よ

っ
て
見
出
せ
る
問
題
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

＊
引
用
は
以
下
の
と
お
り
（
字
体
は
基
本
的
に
通
行
の
も
の
に
改
め
た
）
。
『
竹
取
物
語
』
…
新
日

本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
。
表
記
等
を
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
／
『
河
社
』
…
『
契

沖
全
集

第
十
四
巻
』
（
岩
波
書
店
）
。
／
『
竹
取
物
語
抄
』
『
竹
取
翁
物
語
解
』
…
上
坂
信
男
『
竹

取
物
語
全
評
釈

古
注
釈
篇
』
（
右
文
書
院
、
一
九
九
〇
）
。
／
仏
典
…
大
正
新
修
大
蔵
経
。
脚
注

な
ど
を
も
と
に
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

注

(
)

網
谷
厚
子
「
竹
取
物
語
の
諸
問
題

１

石
つ
く
り
の
皇
子
の
名
と
難
題
物
と
の
関
係
」（
『
平

1

安
朝
文
学
の
構
造
と
解
釈
―
竹
取
・
う
つ
ほ
・
栄
花
―
』
〈
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九

二
〉
）
。

(
)

河
添
房
江
「
『
竹
取
物
語
』
と
東
ア
ジ
ア
世
界
―
難
題
求
婚
譚
を
中
心
に
」
（
『
源
氏
物
語

2

越
境
論

唐
物
表
象
と
物
語
享
受
の
諸
相
』
〈
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
〉
）
。
類
似
し
た
方
向

性
の
研
究
と
し
て
、
ほ
か
に
、
山
口
博
『
平
安
貴
族
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
（
角
川
選
書
、
二

〇
〇
六
）
が
、
『
竹
取
物
語
』
と
『
う
つ
ほ
物
語
』
を
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
の
関
わ
り
か
ら
分

析
し
て
お
り
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
に
つ
い
て
は
『
大
唐
西
域
記
』
『
法
顕
伝
』
な
ど
を
参

照
し
た
う
え
で
「
奈
良
人
に
も
平
安
人
に
も
、
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
仏
鉢
は
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
品
と
し
て
熟
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
二
一
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。

(
)

石
井
公
成
「
変
化
の
人
と
い
ふ
と
も
、
女
の
身
持
ち
給
へ
り
―
『
竹
取
物
語
』
の
基
調
と

3

な
っ
た
仏
教
要
素
―
」
（
『
駒
澤
大
学

仏
教
文
学
研
究
』
九
、
二
〇
〇
六
・
三
）
を
参
照
。

な
お
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
秀
夫
『
か
ぐ
や
姫
と
浦
島

物
語
文
学
の
誕
生
と
神
仙
ワ

ー
ル
ド
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
八
）
に
は
、
『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
神
仙
思
想
、
神
仙
譚

の
受
容
に
つ
い
て
の
重
要
な
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
の
達
成
を
示
し
て
い
る
。

(
)

契
沖
が
『
南
山
住
持
感
応
伝
』
と
し
て
引
く
文
章
が
、
道
世
編
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
三
十

4

八
・
敬
塔
篇
第
三
十
五
の
「
感
応
縁
」
に
「
宣
師
住
持
感
応
云
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
記
事

（
『
大
正
蔵
』
五
三
・
五
八
九
ｃ
）
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
正
し
い
出
典
と
し

て
は
『
宣
師
住
持
感
応
』
と
書
か
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
山
口
敦
史
「
竹
取
物
語
の
出
典
と
し

て
の
「
南
山
住
持
感
応
伝
」
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
大
谷
国
文
』
二
四
、
一
九
九
五
・
七
）

が
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
山
口
氏
も
参
照
す
る
川
口
義
照
「
道
世
と
道
宣
の
撰
述
書
」
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経

太
子
瑞
応
本
起
経
・
仏
所
行
讃
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
）
で
は
、
「
頞
那

意
味
は

arjuna.

輝
け
る
、
こ
こ
は
固
有
名
詞
で
あ
ろ
う
。
」
（
九
六
ペ
ー
ジ
・
頭
注
一
一
）
と
注
が
施

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
法
顕
伝
』
の
宋
・
元
・
明
本
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
本
で
は
右
の
「
頞

那
山
」
を
「
頻
那
山
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
の
「
頻
那
山
」
に
つ
い
て
は
、
須
弥
山
を
囲
む

七
金
山
の
一
つ
「
毘
那
怛
迦
山
（
象
鼻
山
）
」
と
解
さ
れ
て
い
る
（
足
立
喜
六
『
法
顕
伝

中
亜
・
印
度
・
南
海
紀
行
の
研
究
』
〈
法
蔵
館
、
一
九
四
〇
／
復
刻
版
は
鳥
影
社
、
二
〇
〇

六
〉
、
長
澤
和
俊
『
法
顕
伝
訳
注

解
説

北
宋
本
・
南
宋
本
・
高
麗
大
蔵
経
本
・
石
山
寺
本

四
種
影

印
と
そ
の
比
較
研
究
』
〈
雄
山
閣
、
一
九
九
六
〉
な
ど
を
参
照
）
。

こ
れ
ら
に
従
え
ば
、
仏
鉢
は
、
黄
金
の
山
な
い
し
は
輝
く
山
で
入
手
さ
れ
た
品
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
「
頗
那
山
」
も
含
め
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す

る
が
、
い
ず
れ
の
山
も
、
神
々
が
仏
鉢
を
見
つ
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
光
輝
あ
る
高
山
と

理
解
さ
れ
て
い
た
と
見
て
大
過
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
)

『
抄
』
の
頭
書
に
記
載
さ
れ
る
「
此
を
く
ら
山
と
よ
め
る
は
大
和
な
り
。
前
に
大
和
の
国クニ

14

十
市
郡
に
あ
る
山
寺
に
と
い
へ
る
に
て
知
る
べ
し
。
大
和
志
云
廃

小
倉
山
寺

倉
橋
上
峰
号

二

一

小
倉
山

云
々
即
十
市
郡
也

万
八
「
夕
さ
れ
は
小
倉
の
山
に
鳴
鹿
の
こ
よ
ひ
は
鳴
ず
い
ね

二

一

に
け
ら
し
も
。
と
よ
め
る
に
同
所
」
と
い
う
注
が
、
現
代
に
至
る
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

(
)

「
を
ぐ
ら
山
（
小
暗
い
山
）
」
は
、
上
の
句
の
「
光
」
と
の
対
照
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表

15

現
で
は
あ
る
が
、
『
竹
取
物
語
』
作
者
が
、
先
の
注(

)

で
述
べ
た
よ
う
に
、
四
天
王
が
仏

13

鉢
を
得
た
場
を
光
り
輝
く
山
、
あ
る
い
は
黄
金
の
山
と
し
て
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
「
小

暗
山
」
と
は
、
そ
れ
と
の
落
差
が
生
じ
る
よ
う
に
選
ば
れ
た
表
現
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

な
お
、
皇
子
が
か
ぐ
や
姫
に
贈
っ
た
「
海
山
の
」
の
歌
に
は
、
『
韓
非
子
』
や
『
蒙
求
』

等
に
記
さ
れ
、
「
血
の
涙
」
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
卞
和
の
故
事
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
（
佐
伯
雅
子
「
「
紅
の
涙
」
（
２
）
」
〈
『
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
漢
学
」
―
紫
式

部
の
学
問
的
基
盤
―
』
〔
新
典
社
、
二
〇
一
〇
〕
〉
を
参
照
）
。
か
ぐ
や
姫
の
「
お
く
露
の
」

の
歌
も
、
卞
和
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
し
て
も
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
本
稿
は
仏

鉢
の
伝
説
の
み
に
絞
っ
て
論
じ
て
い
る
が
、
『
竹
取
物
語
』
の
材
源
、
典
拠
の
利
用
は
単
純

で
は
な
く
、
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
か
ぐ
や
姫
の
歌
や
皇
子
と
の

贈
答
も
そ
の
よ
う
な
箇
所
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
本
稿
の
解
釈
は
不
十
分
な
も
の
で
は
あ

る
が
、
今
は
ひ
と
ま
ず
仏
鉢
の
伝
説
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
行
論
し
て
お
く
。
卞
和
の
故

事
の
利
用
や
仏
鉢
の
伝
説
と
の
複
合
に
つ
い
て
は
ま
た
別
に
考
察
し
て
み
た
い
。

(
)

四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
が
記
載
さ
れ
る
仏
典
に
つ
い
て
は
、
定
方
晟
「
二
商
人
奉
食
の
伝
説

16

に
つ
い
て
」（
『
東
海
大
学
紀
要

文
学
部
』
七
六
、
二
〇
〇
二
・
三
）
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。
ま
た
、
奉
鉢
を
含
め
た
仏
鉢
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
杉
本
瑞
帆
「
仏
鉢
礼
賛

の
諸
相
」
（
『
龍
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室
年
報
』
一
七
、
二
〇
一
三
・
三
）
や
高
陽
「
仏
伝

の
鉢
説
話
考
」
（
小
峯
和
明
編
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
』
〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
〉
）
等

も
参
照
。

(
)

本
稿
と
は
考
察
が
異
な
る
が
、
〝
石
作
〟
の
皇
子
と
い
う
名
に
関
し
て
は
、
注(

)

網
谷

17

1

論
文
が
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
が
ガ
ラ
ス
製
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
す
る
立
場
か
ら
、

「
「
石
つ
く
り
」
の
名
も
、
作
者
の
洒
落
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
、
か
ぐ
や
姫
の
「
お
く
露
の
」
の
歌
に
つ
い
て
、
外
国
製
の

ガ
ラ
ス
の
碗
を
持
っ
て
く
る
こ
と
も
ガ
ラ
ス
製
の
贋
作
を
作
ら
せ
る
こ
と
も
思
い
つ
か
な
か

っ
た
、
「
「
石
つ
く
り
」
と
い
う
名
前
ま
で
持
っ
て
い
る
皇
子
へ
の
、
あ
て
つ
け
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
ほ
か
に
、
井
上
眞
弓
「
『
竹
取
物
語
』
の
語

源
譚
と
難
題
譚
―
石
作
皇
子
と
車
持
皇
子
の
話
か
ら
―
」
（
王
朝
物
語
研
究
会
編
『
研
究
講

座

竹
取
物
語
の
視
界
』
〈
新
典
社
、
一
九
九
八
〉
）
は
、
「
石
作
皇
子
は
玉
を
造
ら
な
か
っ

た
ば
か
り
か
石
さ
え
作
ら
な
か
っ
た
と
い
う
逆
説
的
命
名
の
方
法
」
を
見
て
い
る
。

(
)

『
仏
教
文
学
講
座

第
一
巻

仏
教
文
学
の
原
典
』
「
仏
本
行
集
経
」
の
項
（
勉
誠
社
、

18

一
九
九
四
）
。

(
)

三
谷
栄
一
編
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学

第
６
巻

竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
』（
角
川
書
店
、

19

一
九
七
五
）
、
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
)

注(
)

杉
本
論
文
を
参
照
。

20
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(
)

菊
田
茂
男
「
竹
取
物
語
に
お
け
る
現
実
的
意
識
―
報
恩
譚
的
構
想
の
意
義
を
中
心
と
し
て

21

―
」（
『
文
芸
研
究
』
三
六
、
一
九
六
〇
・
一
〇
）
、
同
「
平
安
時
代
初
期
物
語
の
世
界
―
『
竹

取
物
語
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
文
化
』
二
六
―
一
、
一
九
六
二
・
三
）
。

(
)

片
桐
洋
一
氏
の
見
解
（
〈
旧
〉
全
集
や
新
全
集
『
竹
取
物
語
』
「
解
説
」
な
ど
）
に
代
表
さ

22

れ
る
。
求
婚
者
の
数
が
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
原
話
」
「
古
態
」
で
あ
り
、
後
二
者
が
付

加
さ
れ
た
と
す
る
考
え
は
、
集
成
の
野
口
元
大
「
解
説
」
や
新
大
系
の
堀
内
秀
晃
「
解
説

竹
取
物
語
の
世
界
」
な
ど
、
現
代
の
主
要
な
『
竹
取
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
で
も
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
成
立
に
関
し
て
は
、
片
桐
氏
は
「
一
人
の
作
者
に
よ
る
、
一
回
的
な

創
作
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
で
あ
る
」
（
全
集
）
と
し
て
い
る
が
、
野
口
氏
は
「
『
竹
取
物

語
』
は
、
あ
る
一
人
の
作
者
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
、
一
回
か
ぎ
り
の
作
品
で
あ
る
」
と
す

る
な
ど
、
論
者
の
立
場
は
一
様
で
は
な
い
。

(
)

柳
田
国
男
「
竹
取
翁
考
」
（
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

平
安
朝
物
語

Ⅰ
』
〈
有
精
堂
、

23

一
九
七
〇
〉
。
初
出
は
『
国
語
国
文
』
四
―
一
、
一
九
三
四
・
一
）
。

(
)

拙
稿
「
〝
龍
の
く
び
の
珠
〟
を
求
め
る
話
―
『
竹
取
物
語
』
求
婚
難
題
譚
と
戒
律
―
」（
『
文

24
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（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
六
―
二
、
一
九
七
八
・
三
。
の
ち
に
『
中
国
仏
教
に
お
け
る

経
録
研
究
』
〈
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
〉
に
所
収
）
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
『
法
苑
珠
林
』

の
引
く
『
宣
師
住
持
感
応
』
の
内
容
は
、
そ
の
一
部
が
道
宣
の
他
の
著
作
で
あ
る
『
律
相
感

通
伝
』
（
『
大
正
蔵
』
四
五
）
や
『
道
宣
律
師
感
通
録
』
（
『
大
正
蔵
』
五
二
）
と
一
致
し
て

い
る
。
川
口
氏
が
「
道
世
は
道
宣
の
書
の
『
法
苑
珠
林
』
へ
の
執
筆
に
当
っ
て
、
道
宣
の
書

よ
り
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
道
世
、
道
宣
共
通
の
引
用
原
典
と
も
い
う
べ
き
資
料
を
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
『
宣
師
住
持
感
応
』
も

固
定
さ
れ
た
正
式
な
書
名
で
は
な
く
、
契
沖
が
『
南
山
住
持
感
応
伝
』
と
し
た
の
も
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
実
際
、
『
法
苑
珠
林
』
の
「
宣
師
住
持
感

応
云
」
と
い
う
箇
所
は
、
『
大
正
蔵
』
の
脚
注
に
よ
れ
ば
宋
・
元
・
明
本
で
は
「
宣
律
師
住

持
感
応
伝
云
」
に
作
る
）
。

(
)

な
お
、
『
大
唐
西
域
記
』
に
は
、
契
沖
が
挙
げ
た
巻
第
十
一
の
記
事
（
『
大
正
蔵
』
五
一
・

5

九
三
八
ａ
）
の
ほ
か
に
も
、
仏
鉢
が
か
つ
て
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
宝
台

（
巻
第
二
・
健
駄
邏
国
の
条
／
同
八
七
九
ｃ
）
や
、
四
天
王
が
釈
尊
に
石
鉢
を
献
上
し
た
と

い
う
伝
説
（
巻
第
八
・
摩
掲
陀
国
上
の
条
／
同
九
一
七
ｃ
）
な
ど
、
仏
鉢
に
関
す
る
記
事
が

複
数
あ
る
。
巻
第
八
の
記
事
に
つ
い
て
は
あ
と
で
引
用
す
る
。

(
)

『
昭
和
校
註

竹
取
物
語
』
に
は
、
『
法
顕
伝
』
を
引
用
し
た
あ
と
に
「
…
…
な
ど
を
擬

6

す
る
説
が
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
管
見
で
は
こ
れ
以
前
に
『
法
顕
伝
』
を
挙
げ
た
注
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
引
か
れ
る
『
法
顕
伝
』
の
原
文
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

仏
鉢
即
在

此
国

。
（
中
略
）
可

容

二
斗
許

。
雑
色
而
黒
多
。
四
際
分
明
。
厚
可

二

一

レ

二

一

二

二
分

甚
光
沢
。
貧
人
以

少
華

投

中
便
満
。
有

大
富
者

欲

以

多
華

供
養

。

一

二

一

レ

二

一

下

二

一

上

正
復
百
千
万
斛
終
不

能

満
。

（
『
大
正
蔵
』
五
一
・
八
五
八
ｂ
～
ｃ
）

レ

レ

『
抄
』
が
挙
げ
た
『
続
博
物
志
』
の
記
事
は
、
直
接
か
間
接
か
は
不
明
だ
が
、
右
の
『
法
顕

伝
』
の
記
述
を
取
り
込
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
奥
津
春
雄
「
求
婚
譚
各
話
の
構
造
と
主
題

第

一
項

石
作
皇
子
の
機
知
」
（
『
竹
取
物
語
の
研
究
―
達
成
と
変
容
―
』
〈
翰
林
書
房
、
二
〇

〇
〇
〉
）
は
、
『
続
博
物
志
』
の
記
事
を
、
『
法
顕
伝
』
を
引
用
す
る
『
水
経
注
』
巻
二
の
所

説
を
要
約
、
取
り
合
わ
せ
た
も
の
と
見
て
い
る
。

(
)

岡
一
男
『
竹
取
物
語
評
釈
』
（
東
京
堂
、
一
九
五
八
）
は
、
『
南
山
住
持
感
応
伝
』
『
続
博

7

物
志
』
『
水
経
注
』
等
を
挙
げ
る
ほ
か
、
『
普
曜
経
』
も
採
り
上
げ
て
い
る
数
少
な
い
注
釈

書
で
あ
る
（
一
〇
八
～
一
〇
九
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
注
釈
書
で
は
な
い
が
、
鈴
木
一
雄
・
田
口

庸
一
・
伊
藤
博
「
竹
取
物
語
解
釈
上
の
か
ん
ど
こ
ろ
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
二
三
―
二
、
一

九
五
八
・
二
）
に
は
、
「
仏
の
御
石
の
鉢
」
の
項
目
に
、
①
『
大
唐
西
域
記
』
、
②
『
南
山

住
持
感
応
伝
』
、
③
『
続
博
物
志
』
、
④
『
水
経
注
』
、
⑤
『
普
曜
経
』
、
⑥
『
大
品
般
若
経
』
、

⑦
『
法
顕
伝
』
と
、
『
解
』
の
「
附
録
」
や
『
昭
和
校
註

竹
取
物
語
』
も
含
め
て
諸
注
が

指
摘
し
た
典
籍
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
比
較
的
近
年
で
は
、
注(

)

奥
津

6

論
文
や
三
角
洋
一
「
漢
詩
文
と
物
語
文
学
」
（
『
王
朝
物
語
の
展
開
』
〈
若
草
書
房
、
二
〇
〇

〇
〉
）
が
、
『
解
』
の
「
附
録
」
に
も
目
配
り
し
て
い
る
。

(
)

注(
)

奥
津
論
文
。
以
下
に
引
く
奥
津
氏
の
見
解
は
、
す
べ
て
同
論
文
に
拠
る
。

8

6

(
)

注(
)

石
井
論
文
。
以
下
に
引
く
石
井
氏
の
見
解
は
、
す
べ
て
同
論
文
に
拠
る
。

9

3

(
)

な
お
、
奥
津
氏
は
「
お
そ
ら
く
小
山
儀
が
直
接
『
水
経
注
』
を
見
た
の
で
は
な
く
、
「
水

10

経
注
」
以
下
は
『
続
博
物
志
』
に
あ
っ
た
引
用
を
そ
の
ま
ま
転
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と

推
測
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
（
米
沢
善
本
）
の
『
続
博
物
志
』

（

米

沢

善

本

。

明

の

弘

治

十

八

年

〈

一

五

〇

五

〉

刊

）

の

画

像

デ

ー

タ

51

（http://w
w
w
.library.yonezaw

a.yam
agata.jp/dg/A

A
051.htm

l

）

や
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

所
蔵
（
雲
英
文
庫
）
の
刊
本
（
文
庫

E1928

。
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉
刊
）
の
画
像
デ

31

ー
タ
（https://w

w
w
.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko31/bunko31_e1928/index.htm

l

）
、

ま
た
、
古
今
逸
史
（
百
部
叢
書
集
成
）
の
『
続
博
物
志
』
な
ど
を
確
認
し
た
限
り
で
は
、
い

ず
れ
も
『
続
博
物
志
』
巻
第
十
の
当
該
部
分
は
、
『
抄
』
が
引
い
て
い
る
よ
う
に
「
仏
楼
沙

国
…
…
或
曰
在

月
氏
国

」
の
範
囲
で
あ
り
、
「
水
経
注
」
以
下
の
部
分
は
見
つ
か
ら
な
か

二

一

っ
た
。
儀
が
見
た
『
続
博
物
志
』
に
は
そ
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
が
、
「
水
経
注
」
以
下
の
文
章
は
何
か
別
の
資
料
に
拠
っ
た
か
、
あ
る
い
は
書
き

込
ま
れ
た
注
の
よ
う
な
も
の
を
参
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
)

『
解
』
に
は「
普
曜
経

西
晋
竺
法
護
訳

巻
第
七
上
鉢
品
」
と
あ
る
が
、
『
大
正
蔵
』
に
は
「
商

11

人
奉
麨
品
〔
有
本
云
四
天
王
上
鉢
品
〕
」
（〔

〕
は
割
注
）
と
あ
る
。

(
)

注(
)

三
角
論
文
は
、
作
者
の
仏
鉢
の
知
識
は
「
『
大
智
度
論
』
巻
二
六
と
『
大
唐
西
域

12

7

記
』
巻
二
の
健
駄
邏
国
の
条
が
知
識
の
お
お
も
と
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い

る
。
具
体
的
な
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
六
へ
の
注
意
を
促

す
も
の
と
し
て
有
益
な
指
摘
で
あ
る
。

(
)

仏
鉢
が
山
で
得
ら
れ
た
と
い
う
情
報
は
仏
伝
以
外
の
仏
典
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
例
え

13

ば
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
注
で
挙
げ
ら
れ
て
き
た
『
法
顕
伝
』
に
も
、
弥
勒
菩
薩
が
成
道

す
る
と
き
仏
鉢
が
再
び
四
つ
に
分
か
れ
て
も
と
の
「
頞
那
山
上
」
に
戻
る
と
い
う
伝
説
（
「
至

弥
勒
将

成
道

時

。
鉢
還
分
為

四
復

本
頞
那
山
上

」〈
『
大
正
蔵
』
五
一
・
八
六
五
ｃ
〉
）

下

二

一

上

レ

二

一

と
し
て
見
出
せ
る
。
山
の
名
は
、
『
普
曜
経
』
（
「
頗
那
山
」
）
と
『
法
顕
伝
』
（
「
頞
那
山
」
）

と
で
違
い
が
あ
る
が
、
『
普
曜
経
』
の
宋
・
元
・
明
本
で
は
「
頞
那
山
」
に
作
る
。
「
頞
那

山
」
は
、
こ
の
あ
と
で
引
用
す
る
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
に
も
確
認
で
き
、
『
新
国
訳
大
蔵
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経

太
子
瑞
応
本
起
経
・
仏
所
行
讃
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
）
で
は
、
「
頞
那

意
味
は

arjuna.

輝
け
る
、
こ
こ
は
固
有
名
詞
で
あ
ろ
う
。
」
（
九
六
ペ
ー
ジ
・
頭
注
一
一
）
と
注
が
施

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
法
顕
伝
』
の
宋
・
元
・
明
本
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
本
で
は
右
の
「
頞

那
山
」
を
「
頻
那
山
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
の
「
頻
那
山
」
に
つ
い
て
は
、
須
弥
山
を
囲
む

七
金
山
の
一
つ
「
毘
那
怛
迦
山
（
象
鼻
山
）
」
と
解
さ
れ
て
い
る
（
足
立
喜
六
『
法
顕
伝

中
亜
・
印
度
・
南
海
紀
行
の
研
究
』
〈
法
蔵
館
、
一
九
四
〇
／
復
刻
版
は
鳥
影
社
、
二
〇
〇

六
〉
、
長
澤
和
俊
『
法
顕
伝
訳
注

解
説

北
宋
本
・
南
宋
本
・
高
麗
大
蔵
経
本
・
石
山
寺
本

四
種
影

印
と
そ
の
比
較
研
究
』
〈
雄
山
閣
、
一
九
九
六
〉
な
ど
を
参
照
）
。

こ
れ
ら
に
従
え
ば
、
仏
鉢
は
、
黄
金
の
山
な
い
し
は
輝
く
山
で
入
手
さ
れ
た
品
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
「
頗
那
山
」
も
含
め
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す

る
が
、
い
ず
れ
の
山
も
、
神
々
が
仏
鉢
を
見
つ
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
光
輝
あ
る
高
山
と

理
解
さ
れ
て
い
た
と
見
て
大
過
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
)

『
抄
』
の
頭
書
に
記
載
さ
れ
る
「
此
を
く
ら
山
と
よ
め
る
は
大
和
な
り
。
前
に
大
和
の
国クニ

14

十
市
郡
に
あ
る
山
寺
に
と
い
へ
る
に
て
知
る
べ
し
。
大
和
志
云
廃

小
倉
山
寺

倉
橋
上
峰
号

二

一

小
倉
山

云
々
即
十
市
郡
也

万
八
「
夕
さ
れ
は
小
倉
の
山
に
鳴
鹿
の
こ
よ
ひ
は
鳴
ず
い
ね

二

一

に
け
ら
し
も
。
と
よ
め
る
に
同
所
」
と
い
う
注
が
、
現
代
に
至
る
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

(
)

「
を
ぐ
ら
山
（
小
暗
い
山
）
」
は
、
上
の
句
の
「
光
」
と
の
対
照
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表

15

現
で
は
あ
る
が
、
『
竹
取
物
語
』
作
者
が
、
先
の
注(

)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
四
天
王
が
仏

13

鉢
を
得
た
場
を
光
り
輝
く
山
、
あ
る
い
は
黄
金
の
山
と
し
て
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
「
小

暗
山
」
と
は
、
そ
れ
と
の
落
差
が
生
じ
る
よ
う
に
選
ば
れ
た
表
現
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

な
お
、
皇
子
が
か
ぐ
や
姫
に
贈
っ
た
「
海
山
の
」
の
歌
に
は
、
『
韓
非
子
』
や
『
蒙
求
』

等
に
記
さ
れ
、
「
血
の
涙
」
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
卞
和
の
故
事
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
（
佐
伯
雅
子
「
「
紅
の
涙
」
（
２
）
」
〈
『
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
漢
学
」
―
紫
式

部
の
学
問
的
基
盤
―
』
〔
新
典
社
、
二
〇
一
〇
〕
〉
を
参
照
）
。
か
ぐ
や
姫
の
「
お
く
露
の
」

の
歌
も
、
卞
和
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
し
て
も
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
本
稿
は
仏

鉢
の
伝
説
の
み
に
絞
っ
て
論
じ
て
い
る
が
、
『
竹
取
物
語
』
の
材
源
、
典
拠
の
利
用
は
単
純

で
は
な
く
、
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
か
ぐ
や
姫
の
歌
や
皇
子
と
の

贈
答
も
そ
の
よ
う
な
箇
所
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
本
稿
の
解
釈
は
不
十
分
な
も
の
で
は
あ

る
が
、
今
は
ひ
と
ま
ず
仏
鉢
の
伝
説
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
行
論
し
て
お
く
。
卞
和
の
故

事
の
利
用
や
仏
鉢
の
伝
説
と
の
複
合
に
つ
い
て
は
ま
た
別
に
考
察
し
て
み
た
い
。

(
)

四
天
王
奉
鉢
の
伝
説
が
記
載
さ
れ
る
仏
典
に
つ
い
て
は
、
定
方
晟
「
二
商
人
奉
食
の
伝
説

16

に
つ
い
て
」（
『
東
海
大
学
紀
要

文
学
部
』
七
六
、
二
〇
〇
二
・
三
）
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。
ま
た
、
奉
鉢
を
含
め
た
仏
鉢
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
杉
本
瑞
帆
「
仏
鉢
礼
賛

の
諸
相
」
（
『
龍
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室
年
報
』
一
七
、
二
〇
一
三
・
三
）
や
高
陽
「
仏
伝

の
鉢
説
話
考
」
（
小
峯
和
明
編
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
』
〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
〉
）
等

も
参
照
。

(
)

本
稿
と
は
考
察
が
異
な
る
が
、
〝
石
作
〟
の
皇
子
と
い
う
名
に
関
し
て
は
、
注(

)

網
谷

17

1

論
文
が
、
〝
仏
の
御
石
の
鉢
〟
が
ガ
ラ
ス
製
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
す
る
立
場
か
ら
、

「
「
石
つ
く
り
」
の
名
も
、
作
者
の
洒
落
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
、
か
ぐ
や
姫
の
「
お
く
露
の
」
の
歌
に
つ
い
て
、
外
国
製
の

ガ
ラ
ス
の
碗
を
持
っ
て
く
る
こ
と
も
ガ
ラ
ス
製
の
贋
作
を
作
ら
せ
る
こ
と
も
思
い
つ
か
な
か

っ
た
、
「
「
石
つ
く
り
」
と
い
う
名
前
ま
で
持
っ
て
い
る
皇
子
へ
の
、
あ
て
つ
け
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
ほ
か
に
、
井
上
眞
弓
「
『
竹
取
物
語
』
の
語

源
譚
と
難
題
譚
―
石
作
皇
子
と
車
持
皇
子
の
話
か
ら
―
」
（
王
朝
物
語
研
究
会
編
『
研
究
講

座

竹
取
物
語
の
視
界
』
〈
新
典
社
、
一
九
九
八
〉
）
は
、
「
石
作
皇
子
は
玉
を
造
ら
な
か
っ

た
ば
か
り
か
石
さ
え
作
ら
な
か
っ
た
と
い
う
逆
説
的
命
名
の
方
法
」
を
見
て
い
る
。

(
)

『
仏
教
文
学
講
座

第
一
巻

仏
教
文
学
の
原
典
』
「
仏
本
行
集
経
」
の
項
（
勉
誠
社
、

18

一
九
九
四
）
。

(
)

三
谷
栄
一
編
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学

第
６
巻

竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
』（
角
川
書
店
、

19

一
九
七
五
）
、
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
)

注(
)

杉
本
論
文
を
参
照
。

20
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(
)

菊
田
茂
男
「
竹
取
物
語
に
お
け
る
現
実
的
意
識
―
報
恩
譚
的
構
想
の
意
義
を
中
心
と
し
て

21

―
」（
『
文
芸
研
究
』
三
六
、
一
九
六
〇
・
一
〇
）
、
同
「
平
安
時
代
初
期
物
語
の
世
界
―
『
竹

取
物
語
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
文
化
』
二
六
―
一
、
一
九
六
二
・
三
）
。

(
)

片
桐
洋
一
氏
の
見
解
（
〈
旧
〉
全
集
や
新
全
集
『
竹
取
物
語
』
「
解
説
」
な
ど
）
に
代
表
さ

22

れ
る
。
求
婚
者
の
数
が
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
原
話
」
「
古
態
」
で
あ
り
、
後
二
者
が
付

加
さ
れ
た
と
す
る
考
え
は
、
集
成
の
野
口
元
大
「
解
説
」
や
新
大
系
の
堀
内
秀
晃
「
解
説

竹
取
物
語
の
世
界
」
な
ど
、
現
代
の
主
要
な
『
竹
取
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
で
も
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
成
立
に
関
し
て
は
、
片
桐
氏
は
「
一
人
の
作
者
に
よ
る
、
一
回
的
な

創
作
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
で
あ
る
」
（
全
集
）
と
し
て
い
る
が
、
野
口
氏
は
「
『
竹
取
物

語
』
は
、
あ
る
一
人
の
作
者
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
、
一
回
か
ぎ
り
の
作
品
で
あ
る
」
と
す

る
な
ど
、
論
者
の
立
場
は
一
様
で
は
な
い
。

(
)

柳
田
国
男
「
竹
取
翁
考
」
（
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

平
安
朝
物
語

Ⅰ
』
〈
有
精
堂
、

23

一
九
七
〇
〉
。
初
出
は
『
国
語
国
文
』
四
―
一
、
一
九
三
四
・
一
）
。

(
)

拙
稿
「
〝
龍
の
く
び
の
珠
〟
を
求
め
る
話
―
『
竹
取
物
語
』
求
婚
難
題
譚
と
戒
律
―
」（
『
文

24
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学
・
語
学
』
二
二
一
、
二
〇
一
七
・
一
二
）
で
は
、
求
婚
譚
の
一
話
目
（
石
作
の
皇
子
の
話
）
、

四
話
目
（
大
伴
の
大
納
言
の
話
）
、
五
話
目
（
石
上
の
中
納
言
の
話
）
に
、
戒
律
（
『
四
分

律
』
等
の
い
わ
ゆ
る
小
乗
戒
）
の
文
献
・
知
識
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
上
記

の
求
婚
者
た
ち
に
釈
尊
か
ら
呵
責
さ
れ
る
比
丘
の
姿
が
重
な
る
こ
と
を
論
じ
た
。
私
見
で
は
、

こ
う
し
た
戒
律
の
文
献
や
知
識
の
利
用
は
、
か
ぐ
や
姫
と
釈
尊
と
が
対
応
し
て
い
る
仏
伝
の

受
容
と
表
裏
を
成
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
か
ぐ
や
姫
の
位
相
や
造
型
の
背
後
に
は
、
現
行

の
物
語
全
体
に
わ
た
っ
て
釈
尊
の
影
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
軸
に
す
れ

ば
、
『
竹
取
物
語
』
全
体
が
同
一
の
構
想
の
も
と
、
あ
る
作
者
に
よ
っ
て
一
度
に
成
立
さ
れ

た
と
い
う
見
通
し
を
得
ら
れ
る
。
が
、
な
お
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
く
、
今

回
は
考
察
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
後
考
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
・
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
課
題
番
号18K

12289

）

に
基
づ
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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